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第 130号 国 電  友  会 平 成 17年 4月

Ｉ

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本

平
成
十
七
年
度
事
業
計
画
認
可
申
請

・―

儡

傾勒輸К腸

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
は
、
二
月

一
日
、
平
成
十
七
年
度

事
業
計
画
を
総
務
大
臣
に
認
可
申
請
し
ま
し
た
。

同
社
で
は
、
固
定
電
話
市
場
の
縮
退
傾
向
、
成
長

部
門
で
あ
る
ブ

ロ
ー
ド
バ
ン
ド
市
場
で
の
サ
ー
ビ
ス

・
価
格
両
面
に
お
け
る
熾
烈
な
競
争
と
い
う
環
境
の

中
、
平
成
十
七
年
度
を
光
ア
ク
セ
ス
サ
ー
ビ
ス

・
Ｉ

Ｐ
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
拡
大
に
向
け
た
重
要
な
年
と
位

置
づ
け
て
い
ま
す
。

計
画
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【サ
ー
ビ
ス
計
画
】

“
光
”
ア
ク
セ
ス
サ
ー
ビ
ス
の
付
加
価
値
の
向
上

を
図
り
、
Ｂ
フ
レ
ツ
ツ
の
純
増
数
を
前
年
度

（見
込
）

の
二
倍
に
押
し
上
げ
る
計
画
と
し
て
い
ま
す
。

一
方
、
固
定
電
話
市
場
は
引
き
続
き
縮
退
傾
向
に

あ
る
こ
と
に
加
え
、
ド
ラ
イ
カ
ッ
パ
を
用
い
た
直
収

電
話
サ
ー
ビ
ス
の
本
格
的
な
拡
大
に
よ
り
、
加
入
電

話
▲
百
九
十

一
万
回
線
、
Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｎ
▲
五
十
三
万
回

線
と
そ
れ
ぞ
れ
純
減
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

【設
備
計
画
】

最
新
技
術
を
導
入
し
た
広
帯
域
か
つ
先
進
的
な
光

Ｉ
Ｐ
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
に
よ
り
、
ブ

ロ
ー
ド
バ

ン
ド
サ
ー
ビ
ス
の
積
極
的
な
販
売
に
対
応
で
き
る
よ

う
、
光
化
投
資
に
重
点
を
置
く
こ
と
と
し
、
投
資
総

額
は
三
千
八
百
億
円

（前
年
度
見
込
比
▲
百
億
円
）

と
し
て
い
ま
す
。

′
イ

/́

【収
支
計
画
】

増
収
施
策
と
し
て
は
、
ブ

ロ
ー
ド
バ
ン
ド
サ
ー
ビ

ス
の
充
実
、
ソ
リ

ュ
ー
シ
ョ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
の
更
な
る

展
開
等
で
す
。

一
方
、
減
収
要
素
と
し
て
は
、
平
成
十
七
年

一
月

に
実
施
し
た
電
話
料
金
の
値
下
げ
、
ド
ラ
イ
カ

ッ
パ

利
用
に
よ
る
直
収
電
話
の
本
格
化
に
よ
る
影
響
等
に

よ
り
、
既
存
サ
ー
ビ
ス
収
入
の
減
収
ス
ピ
ー
ド
が

一

層
加
速
さ
れ
る
と
想
定
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
減
収
傾
向
は
続
く
も
の
の
、
同
社

で
は
更
な
る
コ
ス
ト
削
減
に
着
手
し
、
平
成
十
七
年

度
は
黒
字

（経
常
利
益
百
五
十
億
円
）
確
保
を
目
指

す
と
し
て
い
ま
す
。

囲
田
一
「ド
ラ
イ
カ
ッ
パ
」
と
は
？

①
　
ド
ラ
イ
カ
ッ
パ
の
意
味

カ
ッ
パ
と
は

「銅
」
の
こ
と
で
あ
り
、
電

話
回
線
な
ど
に
利
用
し
て
い
る
銅
線

（メ
タ

リ
ッ
ク
ケ
ー
ブ

ル
）
を
意
味
し
ま
す
。

ま
た
、
ド
ラ
イ
と
　
は
“
乾
い
た
”
と
い

う
意
味
で
、
水
道
管
に
例
え
れ
ば
水
が
流
れ

て
い
な
い
状
態
で
す
。

「ド
ラ
イ
カ
ッ
パ
」
と
は
、
電
気
信
号
が
流

れ
て
い
な
い

（空
い
て
い
る
）
メ
タ
リ
ッ
ク

加
入
者
回
線

（現
在
、
会
社
の
事
務
所
や
個

人
の
家

へ
伸
び
て
い
る
銅
線
）
と
い
う
意
味

に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

②
　
他
事
業
者
の
ド
ラ
イ
カ
ッ
パ
使
用

（
い
わ
ゆ
る
直
収
電
話
な
ど
）

他
の
事
業
者
が
こ
の
ド
ラ
イ
カ

ッ
パ
を
使

え
る
よ
う
に
そ
の
使
用
を
開
放
す
る

（他
の

主要サービス計画 (純増数 )

一
項 目

17年度
計画

16年度
見込

Bフ レッツ
ｎ
ｕ
И
仕

フレッツ 。ADSL ｎ
υ
′
仕

ｎ
ｕ

(ブロードバンド合計) (120) (100)

加入電話 ▲ 191 ▲47

ISDN(INS64換算 ) A53 A37

(固定電話合計) A244 A84

収支計画及び設備投資額
(単位 :億円)

項   目 17年度
計画
16年度
見込
増減額

総  収  益 20, 170 21,410 ▲ 1,240

総  費  用 20,020 20,630 ▲610

経 常 利 益
ｎ

υ
Ｑ

０ A630

設備投資額

(注):アクセス光

3,800

約 1,600

3,900

約 1,500

▲ 100

+約 100

アクセス網光化率 84% 81% +3ホ
゜
イント

注):アクセ アクセス網光化投資の
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事
業
者
に
貸
す
）
義
務
が
、
数
年
前
に
Ｎ
Ｔ
Ｔ

に
課
さ
れ
ま
し
た
。

他
事
業
者
は
、
ド
ラ
イ
カ

ッ
パ
を
利
用
し
て

自
社
の
ユ
ー
ザ

ー
に
向
け
た
Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ
や
固
定

電
話
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
訳
で
す
。

他
事
業
者
が
ド
ラ
イ
カ

ッ
パ
を
利
用
し
て
提

供
す
る
電
話
サ
ー
ビ
ス
が
直
収
型
固
定
電
話
サ

ー
ビ
ス

（
い
わ
ゆ
る
直
収
電
話
）
と
呼
ば
れ
て

い
る
も
の
で
す
。

③
　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
へ
の
影
響
は
？

従
来
、
基
本
料
等
の
固
定
電
話
サ
ー
ビ
ス
の

収
益
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ

へ
入

っ
て
い
た
の
で
す
が
、
他

事
業
者
が
ド
ラ
イ
カ

ッ
パ
使
用
に
よ
る
サ
ー
ビ

ス
を
始
め
て
、
そ
れ
ま
で
の
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
お
客
様

が
そ
ち
ら

へ
移
る
と
、
加
入
者
回
線
部
分
の
収

益
も
他
事
業
者

へ
移

っ
て
し
ま
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
で
は
他
事
業
者
か
ら

何

が
し
か
の
ド
ラ
イ
カ

ツ
パ
使
用
料
を
も
ら
い
ま

す
が
、
従
来
の
収
入
よ
り
も
相
当
の
減
と
な
り

ま
す
。
Ｎ
Ｔ
Ｔ
と
し
て
は
、
自
己
防
衛
の
た
め
も
含

め
て
、
今
ま
で
の
お
客
様
が
他
事
業
者

へ
移
ら

な
い
よ
う
に
、
平
成
十
七
年

一
月
か
ら
、
基
本

料
や
通
話
料
の
見
直
し
を
し
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
も
、
本
文
の
記
事
で
も
述
べ

た
よ
う
に
、
収
益
に
相
当
の
影
響
が
出
る
も
の

と
思
わ
れ
ま
す
。

（注
）
編
集
部
な
り
に
平
た
く
解
説
し
ま
し
た
。
技
術

的
、
制
度
的
に
厳
密
さ
に
欠
け
る
部
分
に

つ
い
て
は
、

ご
容
赦
く
だ
さ
い
。

午．献ォ聴鮮張襴級艇帳まで‥〓‐国

１
１
　
二
月

一
日
か
ら
全
国
で
　
・―

目
関
□

各
県
電
友
会
総
会
の
ご
案
内

ぶ
　ヽ
久
し
振
り
の
人
に
会
え
ま
す
よ
　
ｆ

現
在
の
電
友
会
は
、
平
成
二
年
に
、
そ
れ
ま
で
県

単
位
あ
る
い
は
地
域
ご
と
の
連
合
体
で
あ
っ
た
電
電

Ｏ
Ｂ
会
を
、
電
友
会
本
部

・
地
方
本
部

・
支
部
と
い

う
形
の
全
国
組
織
と
し
て
発
足
し
た
も
の
で
す
が
、

平
成
十
六
年
度
で
発
足
十
五
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

こ
の
節
目
を
と
ら
え
て
電
友
会
本
部
で
は
、
全
国

に
関
連
す
る
次
の
行
事
を
企
画
し
ま
し
た
。

①

「
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
の
実
施
、
②

「電
友
会

イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
囲
碁
大
会
」
の
開
催
、
③

「全
国

女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
の
開
催
で
す
。

そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
の
本
部
の
企
画
の
ね
ら
い
、

四
国
で
の
実
施
状
況
等
は
次
の
と
お
り
で
す
。

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西

。
東
で
は
、
お
客
様
か
ら
の
電
話
の
移

転
や
各
種
サ
ー
ビ
ス
等
の
ご
注
文

。
お
問
い
合
わ
せ

等
を
電
話
で
受
け
て
い
る

「
一
一
六
」
の
営
業
時
間

を
、
平
成
十
七
年
二
月

一
日
か
ら
四
時
間
延
長
し
、

午
前
九
時
か
ら
午
後
九
時
ま
で
と
し
ま
し
た
。

従
来
は
、
午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で
の
営
業

と
し
て
い
た
も
の
で
す
が
、
生
活
様
式
の
多
様
化
等

お
客
様
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
や
、
午
後
九
時

以
降
も
営
業
し
て
ほ
し
い
と
の
お
客
様
か
ら
の
要
望

等
に
お
応
え
し
、
よ
り

一
層
お
客
様
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
を
図
る
た
め
に
延
長
し
た
も
の
で
す
。

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西

・
東
で
は
今
回
の
延
長
に
よ
り
、
今
後

は
、
お
客
様
が
時
間
に
余
裕
の
あ
る
夜
間
帯
に
ゆ
っ

く
り
と
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
い
た
り
、
ご
家
族
と

ご
相
談
し
て
か
ら
お
申
込
み
い
た
だ
け
る
な
ど
、
よ

り

一
層
便
利
に

「
一
一
六
」
を
ご
利
用
い
た
だ
け
る

も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
愛
媛
支
店
が

陽
」
日林超
葬
蹄
藤
租ヽ

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
愛
媛
支
店
は
、
四
国
エ
リ
ア
の
中

核
支
店
と
し
て
、
四
国
エ
リ
ア
全
体
を
統
括
し
て
き

ま
し
た
。

し
か
し

「愛
媛
」
と
い
う
名
称
の
支
店
が
四
国
全

体
の
営
業
支
援
等
を
行
う
こ
と
に
、
他
県
の
お
客
様

か
ら
見
て
違
和
感
が
あ
る
こ
と
が
わ
か

っ
て
き
た
た

め
、
今
回
、
名
称
を
変
更
し
た
と
の
こ
と
で
す
。

′
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☆

「
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
の
実
施

電
友
会
の
組
織
運
営
や
活
動
の
あ
り
方
な
ど
に
関

す
る
会
員
の
意
識
や
意
見

・
要
望
等
を
把
握
し
、
こ

れ
か
ら
の
電
友
会
活
動
に
結
び
つ
け
る
た
め
の

「ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
」
で
す
。

こ
の
調
査
は
、
会
員
五
十
人
に

一
人
の
サ
ン
プ
リ

ン
グ
に
よ
る
方
法
で
行
わ
れ
、
四
国
で
は
各
県
の
会

員
数
に
応
じ
て
四
県
合
計
で
九
十
七
人
の
会
員
に
調

査
票
を
お
渡
し
し
て
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

回
答
は
、
二
月
末
ま
で
に
直
接
、
電
友
会
本
部

ヘ

返
送
さ
れ
、
現
在
、
本
部
で
集
約
、
分
析
中
で
す
。

か
な
り
多
く
の
設
間
で
し
た
が
、
調
査
に
ご
協
力

い
た
だ
い
た
方
々
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

☆

「
四
国
電
友
会
親
睦
囲
碁
大
会
」

―

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
開
催

―

Ｎ
Ｔ
Ｔ
が
進
め
て
い
る
Ｉ
Ｔ
普
及
推
進
を
支
援
す

る
と
と
も
に
、
電
友
会
会
員
の
レ
ク
活
動
を
支
援
す

る
た
め
、
全
国
規
模
で
の

「電
友
会
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ

ト
囲
碁
大
会
」
が
企
画
さ
れ
ま
し
た
。

四
国
で
は
本
部
の
企
画
を
受
け
て
、
全
国
大
会

ヘ

の
代
表
選
手
の
選
考
を
兼
ね
た

「四
国
電
友
会
親
睦

囲
碁
大
会
」
を
開
催
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

四
国
大
会
は
、
各
県
の
予
選
会
等
で
選
ば
れ
た
代

表
に
よ
り
二
月
二
十
五
日
、
各
県
電
友
会
事
務
室
又

は
Ｏ
Ｂ
サ
ロ
ン
の
パ
ソ
コ
ン
を
使
用
し
て
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
利
用
に
よ
る
対
局
を
行
い
ま
し
た
。

な
お
、
四
国
で
は
親
睦
の
意
味
で

一有
段
者
グ
ル

ー
プ
」
と

「級
位
者
グ
ル
ー
プ

一
の
二
つ
の
グ
ル
ー

プ
に
分
け
て
対
局
し
ま
し
た
。

四
国
大
会
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①

「級
位
者
グ
ル
ー
プ
」
（
２
月
２５
日
午
前
実
施
）

（優
勝
）
　

岡
西

侯
正
さ
ん

（高
知
市
）

（準
優
勝
）
平
岡

　

哲
さ
ん

（徳
島
市
）

②

「有
段
者
グ
ル
ー
プ
」
（
２
月
２５
日
午
後
実
施
）

（優
勝
）
　

河
合

雅
夫
さ
ん

（松
山
市
）

（準
優
勝
）
徳
広

孝
敏
さ
ん

（高
知
市
）

こ
の
結
果
、
河
合
雅
夫
さ
ん
が
全
国
大
会

へ
の
四

国
代
表
と
決
ま
り
ま
し
た
。

（参
考
）
全
国
大
会
は
、
準
決
勝
戦
ま
で
は
イ
ン
タ

ト
ネ

ッ
ト
を
利
用
し
て
、
二
月
十
日
、
十

一
日
の
二

日
間
、
全
国
各
地
方
本
部
代
表
十
八
名
に
よ
り
実
施

さ
れ
ま
し
た
。

四
国
代
表
の
河
合
さ
ん
は
、
一二
月
十
日
、
初
戦

（対

東
北
代
表
）
は
勝
ち
ま
し
た
が
、
続
く
対
信
越
代
表

戦
で
惜
敗
し
ま
し
た
。

な
お
、
決
勝
戦
は
二
月
二
十
五
日
、
日
本
棋
院
で

北
海
道
代
表
と
北
陸
代
表
に
よ
り
対
面
対
局
で
行
わ

れ
、
北
陸
代
表

（竹
中
宏
行
さ
ん
）
が
優
勝
し
ま
し

た
。四

国
大
会
と
全
国
大
会
を
通
じ
て
の
河
合
さ
ん
の

感
想
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

『
昔
、
パ
ソ
コ
ン
で
打

っ
た
こ
と
は
あ
る
が
、
そ

の
後
、
遠
ざ
か

っ
て
い
た
。

イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
で
の

対
局
は
、
相
手
が
見
え
ず
、

機
械
相
手
に
打

っ
て
い
る

感
じ
で
、
雰
囲
気
が
も
う

一
つ
と
い
う
感
じ
だ
。

ま
た
、
持
ち
時
間
が
気
に
な

っ
て
慌

て
た
り
、
ク

リ

ッ
ク
ミ
ス
で
失
敗
し
た
と
こ
ろ
も
あ

っ
た
。

）

し
か
し
、
時
代
の
流
れ
で
も
あ
り
、
こ
れ
か
ら
は
一‐

イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
対
局
も
増
え
る
だ
ろ
う
が
、
「慣

れ
る
こ
と
」
で
囲
碁
を
楽
し
む

一
つ
の
方
法
に
も
な

る
だ
ろ
う
』

☆

「全
国
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
の
開
催

二
月
三
日

（雛
祭
り
の
日
）
、
電
友
会
本
部
主
催

の

「全
国
女
性
フ
オ
ー
ラ
ム
」
が
、
銀
座
ラ
フ
ィ
ナ

ー
ト

（東
京
）
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。　
　
　
　
　
，

四
国
か
ら
は
合
田
勢
津
子
さ
ん

（徳
島
電
友
会
事

務
局
長
）
が
出
席
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
全
国
各
地
方
本
部

ｏ
支
部
か
ら
二
十
四

名
の
女
性
会
員
が
参
集
し
、
各
地
方

・
支
部
に
お
け

る
女
性
会
員
の
活
動
状
況
が
紹
介
さ
れ
、
続
い
て
女

性
会
員
の
増
に
向
け
た
活
動
の
あ
り
方
等
に
つ
い
て

活
発
な
討
論
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
討
論
会
に
先
立

っ
て
、
帥
ラ
イ
フ

・
カ
ル

チ

ュ
ア
ー

・
セ
ン
タ
ー
代
表
取
締
役
、
澤
登
信
子
氏

に
よ
る

「イ
キ
イ
キ
女
性
が
創
る
長
寿
社
会
」
～
～

楽
し
い

・
美
味
し
い

。
嬉
し
い

・
お
役
に
立
つ
関
係

創
り
～
～
の
テ
ー
マ
で
特
別
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

当
日
、
四
国
代
表
と
し
て
出
席
さ
れ
た
合
田
勢
津

子
さ
ん
の
レ
ポ
ー
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

「全
国
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
に
参
加
し
て

徳
島
電
友
会
事
務
局
長

合
田
　
勢
津
子

電
友
会
発
足
十
五
周
年
記
念
行
事
と
し
て
、
三
月

三
日
、
銀
座
ラ
フ
イ
ナ
ー
ト

（旧

‥
京
橋
会
館
）
（東

京
）
で

「全
国
女
性

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

）

ノ
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各
地
方
本
部
を
代
表
し
た
二
十
四
名
が
女
性
会
員

の
活
動
の
活
性
化
及
び
組
織
強
化
等
を
テ
ヽ
マ
に
、

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
や
課
題
、
今
後
の
重
点
活
動

等
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

他
の
地
域
で
成
果
を
あ
げ
て
い
る
取
り
組
み
の

一

部
を
紹
介
し
ま
す
。

ｍ
　
女
性
会
員
の
活
動
の
活
性
化
の
取
り
組
み

①

女
性
会
員
の
集
い

（
フ
オ
ー
ラ
ム
、
意
見
交
換

会
等
）
を
開
催

②

女
性
役
員
の
増

③

支
部
会
報
発
行
に
投
稿
、
企
画
、
編
集
に
参
加

④

各
種
会
合

（懇
親
会
、
新
年
会
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
、
レ
ク
活
動
、
各
種
サ
ー
ク
ル
等
）

ヘ

の
参
加
要
請

⑤

サ
ー
ク
ル
活
動
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等
の
推

進

。
支
援

Ｎ
Ｔ
Ｔ

‐
Ｏ
Ｂ
作
品
展

へ
の
出
展

活
動
拠
点
の
確
保

懇
親
会
等

へ
参
加
す
る
女
性

へ
特
典
付
与

懇
親
会
に
女
性
の
意
見
を
取
り
入
れ
た
催
し
を

企
画

・
実
施

女
性
組
織
の
強
化
の
取
り
組
み

Ｎ
Ｔ
Ｔ
地
域
Ｏ
Ｂ
会
、
情
報
案
内
部
門
の
会
、

サ
ー
ク
ル
活
動

・
レ
ク
行
事
等

へ
の
参
加
者
に

入
会
勧
奨

女
性
役
員
、
会
員
増
強
委
員
会
に
よ
る
個
別
勧
誘

女
性
役
員
の
登
用

（地
方
本
部
、
各
支
部

へ
の

副
部
長
配
置
）

各
地
域
組
織

（
ミ
ニ
組
織
）
に
お
け
る
女
性
の

活
用
理
事
会
、
支
部
事
務
局
長
会
議
で
問
題
提
起

女
性
会
員
に
よ
る
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
会
議
の
開
催

地
区
組
織
の
分
割
細
分
化

）
現
在
、
把
握
で
き
て
い
る
女
性
会
員
の
比
率
は
、

全
国
２６

・
２
％
、
四
国
３０

．
５
％
と
い
う
状
況
で
あ

り
、
女
性
会
員
が
少
な
い
の
が
実
態
で
す
。

今
後
、
電
友
会
役
員
は
も
と
よ
り
、
会
員
自
ら
も
、

知
人

・
友
人
に
入
会
勧
奨
で
き
る
よ
う
、
よ
り
魅
力

的
な
電
友
会
を
目
指
し
て
、
他
地
域
の
取
り
組
み
を

参
考
に
、
事
務
局
と
し
て
努
め
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

皆
様
の
ご
意
見
ご
要
望
も
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

・鰊
●
〓

ｍ

第
十
三
回

「
四
国
電
友
会
会
報
編
集
委
員
会
」

二
月
七
日
、
番
町
ホ
テ
ル
で
開
催
し
ま
し
た
。

芳
野
本
部
長
、
稲
毛
編
集
委
員
長
、
松
澤

（愛
媛
）
、

山
本

（香
川
）
、
元
木

（徳
島
）
、
三
本

（高
知

‥

代
理
出
席
）
の
各
編
集
委
員
が
出
席
し
、
平
成
十
七

年
度
の
会
報
発
行
計
画
等
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行

い
ま
し
た
。

な
お
、
こ
の
委
員
会
で
、
少
し
で
も
印
刷
文
字
を

大
き
く
す
る
た
め
、
会
報
第
百
三
十
号

（四
月
発
行
）

か
ら
、
〈
ム
報
の
用
紙
サ
イ
ズ
を
Ａ
４
判
に
す
る
案
を
、

別
途
開
催
さ
れ
る
理
事
会
に
提
案
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

０

平
成
十
六
年
度
事
務
局
長
会
議

二
月
二
十
四
日
、
え
ひ
め
共
済
会
館
で
開
催
し
ま

し
た
。
各
支
部
か
ら
、
松
澤

（愛
媛
）
、
二
川

（香
川
）
、

合
田

（徳
島
）
、
宮
本

（高
知
）
各
事
務
局
長
、
地

方
本
部
か
ら
、
芳
野
本
部
長
、
日
中
副
本
部
長
、
藤

本
理
事
、
稲
毛
事
務
局
長
が
出
席
し
、
①
平
成
十
六

年
度
事
業
計
画
実
施
状
況
、
②
平
成
十
七
年
度
事
業

計
画
策
定
等
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

国

第
二
十
二
回
全
国
事
務
局
長
会
議

三
月
四
日
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
本
社
ビ
ル
で
開
催
さ

れ
、
稲
毛
事
務
局
長
が
出
席
し
ま
し
た
。

主
な
議
題
は
、
①
平
成
十
七
年
度
事
業
計
画

（案
）

の
骨
子
と
ポ

イ
ン
ト

（本
部
及
び
各
地
方
本
部
）
、

⑦⑥⑤ ④ ③② ①佗)⑨ ③⑦⑥

‐ ■■′
'ゞ

|・ 1ギ
ー

「全国女性フォーラム」で討論中
(中央の白い襟が合田さん)

質
．．．・）
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②
平
成
十
七
年
度
以
降
の
本
部
と
地
方
本
部
と
の
連

絡

・
報
告
事
項
の
ル
ー
ル
化
、
③
個
人
情
報
の
保
護

等
に
つ
い
て
で
し
た
。

ｍ

平
成
十
六
年
度
第
二
回
理
事
会

二
月
二
十
八
日
、
番
町
ホ
テ
ル
に
お
い
て
開
催
し

ま
し
た
。

芳
野
本
部
長
、
田
中
、
資
延
、
旭
野
、
徳
広
各
副

本
部
長
、
藤
本
、
中
山
、
藤
丸
、
末
永
各
理
事
と
、

事
務
局
か
ら
稲
毛
、
松
澤
が
出
席
し
、
①
第
二
十
四

回
総
会
提
出
議
案
、
②
総
会
の
運
営
方
法
、
③
四
国

「

FEA躙
慾 Lぃて |

一  電友会推奨保険の勧奨関連 ――

電友会では、NTTグ ループ職域代理店である、きら
ら保険サービスlal(以下、「きらら」)を とおして、会員
の皆さんが、アメリカンファミリー生命保険会社 (以下、
「AFLAC」 )の保険商品を通常よりも割安な保険料
で契約できる商品としてご案内しています。

その際、皆さんに具体的に検討していただけるよう、
お一ノ、おひとりに適応した保険料を表示した案内資料等
を保険会社が作成するために、電友会では 「きらら」に

対して『会員名簿』(補正版を含む)を提供しています。
「きらら」「AFLAC」 両社では、今までも会員の個
人情報については厳重に管理して来ましたが、今年 4月
1日 から「個人情報保護法」が施行されたことに伴い、

先般、両社連名で、①目的以外には使用しない、②秘密
保持を遵守する等を記した「データ取扱いに関する誓約
書」が提出されています。
なお、この件に関して、今後、会員データの使用を個
別に停止することも可能ですので、使用の停止を希望さ
れる方は、お手数ですが各県電友会事務局へご一報下さ
い。電友会から保険会社へ使用停止の連絡をします。
(注 )電友会推奨保険のうち、「電友会傷害保険J及び「自
動車保険」については、勧奨の際には、皆さんに共通
の資料を会報へ同封するなどの方法をとっていますの

で、会員データの提供は行っておりません。

平成 17年 4月 1日
電友会四国地方本部 事務局

番号は、7ページをご

電
友
会
会
報
及
び
会
員
名
簿
の
体
裁
等
の
変
更
に
つ

い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

会
報
に
つ
い
て
は
、
少
し
で
も
印
刷
文
字
を
大
き

く
す
る
た
め
、
第
百
三
十
号

（四
月
発
行
）
か
ら
用

紙
サ
イ
ズ
を
Ａ
４
判
に
す
る
こ
と
が
了
承
さ
れ
ま
し

た
。
（従
来
は
Ｂ
５
判
）

ま
た
、
今
年
が
発
行
年
と
な
る
会
員
名
簿
に
つ
い

て
は
、
取
扱
い
や
す
さ
向
上
及
び
印
刷
費
削
減
の
た

め
、
従
来
の
横
長
か
ら
縦
長
の
体
裁
に
す
る
こ
と
で

方
針
が
定
ま
り
、
掲
載
項
目
等
の
細
部
は
今
後
更
に

検
討
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
高
松
診
療
所
予
防
医
療
セ
ン
タ

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
高
松
診
療
所

予
防
医
療
セ
ン
タ

所
長
　
福
井
　
敏
樹

私
も
Ｎ
Ｔ
Ｔ
に
来
て
、

早
や
四
年
が
過
ぎ
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。

平
成
十
三
年
四
月
、
Ｎ

Ｔ
Ｔ
西
日
本
高
松
病
院
か

ら
診
療
所
と
縮
小
さ
れ
、

当
時
の
病
院
の
混
乱
か
ら
私
が
来
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
そ
う
い
っ
た
事
情
も
よ
く
わ
か
ら
ず
来
て
し

ま
っ
た
と
い
う
の
が
正
直
な
と
こ
ろ
で
し
た
。

当
初
は
、
来
院
し
て
も
つ
ぶ
れ
た
ん
じ
ゃ
な
い
の

か
と
無
神
経
に
話
を
す
る
Ｎ
Ｔ
Ｔ
社
員
も
数
知
れ
な

い
状
況
で
し
た
。
し
か
し
、
ス
タ
ッ
フ
の
誰
も
が
、

存
続
さ
せ
た
い
と
い
う
強
い
気
持
を
持

っ
て
い
る
の

は
偽
り
な
く
共
通
だ
と
い
う
こ
と
も
わ
か
り
、
私
な

り
に
や
れ
る
だ
け
の
こ
と
を
す
る
し
か
な
い
と
覚
悟

を
決
め
、
が
む
し
や
ら
に
や

っ
て
き
て
早
や
四
年
が

過
ぎ
た
と
い
う
の
が
本
当
の
と
こ
ろ
で
す
。　
一
年

一

年
が
崖

っ
ぷ
ち
で
、
ス
タ
ッ
フ
に
は
毎
年
増
え
て
い

く
業
務
を
前
に
し
て
、
ど
こ
ま
で
い
っ
て
も
決
し
て

楽
に
は
な
り
ま
せ
ん
が
、
忙
し
さ
の
中
で
喜
び
や
充

実
感
を
感
じ
て
く
だ
さ
い
と
、
節
目
ご
と
に
意
思
確

認
を
し
な
が
ら
や
っ
て
き
ま
し
た
。
改
善
の
過
程
で

本
社
の
支
援
や
グ
ル
ー
プ
会
社
の
協
力
も
得
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
、
支
出
は
全
く
増
や
さ
ず
、
収
入
を
約

二
倍
に
ま
で
押
し
上
げ
ま
し
た
。
病
院
ス
タ
ツ
フ
が

「個人情報保護法」関連のお知ら

ノ
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一
丸
と
な

っ
た
努
力
の
結
果
で
す
が
、
よ
く
こ
こ
ま

で
来
た
な
と
い
う
思
い
も
あ
り
ま
す
。

当
院
は
昨
年
か
ら
、
正
式
名
称
を

「
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日

本
高
松
診
療
所
予
防
医
療
セ
ン
タ
」
と
改
名
し
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
は
病
気
に
な

っ
て
病
院
を
訪
れ
る
の

で
は
な
く
、
病
気
に
な
ら
な
い
た
め
に
病
院

へ
来
て

頂
き
、
健
康
で
あ
り
た
い
と
い
う
皆
様
の
で
き
る
限

り
の
サ
ポ

ー
ト
を
し
た
い
と
い
う
理
念
を
掲
げ

て
改

名
し
ま
し
た
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
近
日
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る
予
定

で
す
の
で
、　
一
度
ア
ク
セ
ス
し
て
下
さ
い
。

ア
ド
レ
ス
は

軍
う
い
で
妻
誓
尋
占
ｏ
∽筍
ｒ
】む

で
す
。

〈
理
念
〉

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
の
社
会
的
貢
献

の
象
徴
と
し
て
、

高
度
で
、
良
質
安
心
な
、
温
か
み
の
あ
る
医
療
を

提
供
し
、
明
る
く
健
康
な
生
活
を
願
う
地
域
の
皆

様

一
人
ひ
と
り
に
合

っ
た
サ
ポ

ー
ト
を
す
る
こ
と

で
地
域
医
療
に
貢
献
す
る
。

〈
基
本
方
針
〉

一
　

患
者
様
の

一
生
涯
に
わ
た
る
ラ
イ
フ
サ
ポ

ー

ト
を
す
る
こ
と
を
目
指
す

一
一　
患
者
様
の
選
択
権
、
自
己
決
定
権
を
尊
重
し
、

患
者
様

の
立
場
に
た

っ
た
医
療
を
行
う

〓
一　
日
々
研
鑽
に
努
め
、
世
界
的
視
野
に
立

っ
た

最
先
端
の
医
療
と
知
識
を
提
供
で
き
る
よ
う
努

力
す
る

四
　
患
者
様
に
安
心
、
信
頼
さ
れ
る
医
療
機
関
で

あ
る
よ
う
、
常
に
患
者
様
の
声
を
聞
く
よ
う
に

努
め
る

五
　
他
の
医
療
機
関
と
連
携
し
、
地
域
医
療

へ
貢

献
し
、
地
域
住
民
の
健
康
増
進
の
た
め
努
力
す

る

高
血
圧
、
糖
尿
病
、
高
脂
血
症
、
肥
満
な
ど
の
生

活
習
慣
病
は
、
動
脈
硬
化
の
憎
悪
に
よ
り
脳
卒
中
や

心
筋
梗
塞

へ
と
進
展
し
ま
す
。
こ
れ
ら
生
活
習
慣
病

は
、
現
在
、
ガ
ン
と
同
じ
程
度
の
死
亡
率
を
占
め
て

い
ま
す
。
ガ
ン
の
死
亡
率
が
約
三
十
％
、
生
活
習
慣

病
が
約
三
十
％
と
い
う
の
が
現
状
で
す
。
今
後
は
ガ

ン
に
よ
る
死
亡
率
を
超
え
て
い
く
と
推
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
生
活
習
慣
病
は
そ
の
進
行

の
過
程
で
な
ん
ら
自
覚
症
状
が
な
い
こ
と
が
多
い
の

が
最
大
の
特
徴
で
す
。
当
院

へ
通
院
さ
れ
て
い
る
こ

れ
ら
の
患
者
の
方
は
皆
さ
ん
、
大
き
な
自
覚
症
状
な

く
来
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。
で
す
か
ら
ほ
と
ん
ど
の

方
が
月

一
回
受
診
さ
れ
る
だ
け
で
す
し
、
自
覚
症
状

は
な
く
と
も
治
療
の
必
要
性
を
理
解
し
、
来
て
頂
い

て
い
ま
す
。
我
々
の
仕
事
は
、
通
院
さ
れ
る
方
の

一

生
涯
を
通
し
て
、
そ
れ
ら
の
病
気
に
よ
る
自
覚
症
状

で
苦
し
む
こ
と
が
な
い
よ
う
、
そ
し
て
心
筋
梗
塞
や

脳
卒
中
に
倒
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
予
防
し
サ
ポ

ー
ト
す
る
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
当
院
で
は
特
に
動
脈
硬
化
の
検
査
に
力
を

入
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
当
院
の
人
間
ド
ツ

ク
の
結
果
を
中
心
に
数
多
く
の
論
文
や
学
会
で
発
表

し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
来
年
開
催
さ
れ
る
日
本
人

間
ド
ッ
ク
学
会
主
催
の
、
第

一
回
ア
ジ
ア

・
太
平
洋

人
間
ド
ッ
ク
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
に
お
い
て
、
パ
ネ
リ
ス

ト
と
し
て
当
院
に
お
け
る
動
脈
硬
化
検
査
の
結
果
を

発
表
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

で
す
か
ら
、
こ
の
記
事
を
読
ま
れ
て
い
る
電
友
会

の
皆
様
、
是
非
と
も
当
院
を
ご
利
用
下
さ
い
。
何
も

病
気
に
な
れ
と
失
敬
な
こ
と
を
申
し
上
げ
て
い
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
五
十
歳
を
超
え
る
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の

現
役
社
員
の
九
十
％
以
上
、
現
役
社
員
の
八
十
％
以

上
に
な
ん
ら
か
の
改
善
す
べ
き
健
康
問
題
が
あ
る
の

一が
現
実
で
す
。
電
友
会
の
皆
様
の
年
齢
な
ら
な
お
さ

ら
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。

私
は
当
院
で
働
く
ス
タ
ツ
フ
ば
か
り
で
な
く
、
当

院
を
訪
れ
て
下
さ
る
皆
様
と

一
緒
に
な
っ
て
病
院
を

育
て
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
現
在
も
数
名

の
方
に
院
外
ス
タ
ッ
フ
を
要
請
し
協
力
し
て
頂
い
て

い
ま
す
。
も
し
当
院
の
運
営
に
協
力
し
て
頂
け
る
方

が
お
ら
れ
ま
し
た
ら
、
日疋
非
ご

一
報
お
願
い
し
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
昨
年
末
の
労
使
の
取
り
決

め
で
、
十
七
年
度
の
収
支
結
果
を
も
っ
て
個
々
の
病

院
の
方
向
性
を
決
定
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
お

そ
ら
く
、
十
七
年
度
の
結
果
で
当
面
の
存
続
問
題
に

何
ら
か
の
決
着
が
つ
く
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

状
況
が
変
え
ら
れ
な
く
な
っ
て
か
ら
動
い
て
も
意

味
が
あ
り
ま
せ
ん
。
今
が
、
動
い
て
頂
く
そ
の
時
と

思
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

◎

「個
人
情
報
保
護
法
」
関
連
の
お
知
ら
せ

（六
ペ
ー
ジ
）
に
関
連

各
県
電
友
会
事
務
局
の
電
話
番
号
は
次
の
と
お

り
で
す
。

愛
媛
電
友
会

〇
八
九

‐
九
三
六

‐
二
〇
二
三

香
川
電
友
会

〇
八
七

‐
八
二
九

‐
九

一
五
〇

徳
島
電
友
会

〇
八
八

‐
六
二

一
‐
四

一
三
七

高
知
電
友
会

〇
八
八

‐
八
七

一
‐
一
二
四
六
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子
供
達
と

一
緒
に

武
道
の

「な
ぎ
な
た
」
を
楽
し
む

昭
和
五
十
六
年
、
公
認
な
ぎ
な
た
Ｃ
級
ス
ボ
ー
ツ

指
導
員
の
資
格
を
取
得
し
て
、
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ

ユ
ニ
ア

・

オ
リ
ン
ピ
ツ
ク

・
カ

ッ
プ
中
学
生
な
ぎ
な
た
大
会
、

源
平
青
少
年
な
ぎ
な
た
大
会
な
ど
の
お
手
伝
い
を
し

な
が
ら
、
ス
ボ
ー
ツ
少
年
団
で
子
供
達
に
な
ぎ
な
た

を
教
え
て
い
る
指
導
員
の
井
澤
順
子

（丸
亀
市
）
さ

ん
を
紹
介
し
ま
す
。

な
ぎ
な
た
は
、
日
本
古
来
の
武
道
と
し
て
、
源
平

時
代
か
ら
室
町
時
代
に
か
け
て
発
達
し
、
そ
の
後
、

衰
弱
し
ま
し
た
が
、
江
戸
時
代
に
は
僧
侶
、
婦
人
の

武
道
と
し
て
広
ま
り
、
戦
後
は
ス
ボ
ー
ツ
と
し
て
取

り
上
げ
ら
れ
、
色
々
な
大
会
で
競
技
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
「リ
ズ
ム

。
な
ぎ
な
た
」
と
言

っ
て
、

音
楽
に
合
わ
せ
て
リ
ズ
ミ
カ
ル
に
な
ぎ
な
た
を
扱
う

デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
も
あ
り
ま
す
。

井
澤
さ
ん
は
、
織
田
、
豊
臣
時
代
の
斉
藤
判
官
伝

鬼
房
が
始
祖
で
あ
る

「天
道
流
」
の
流
れ
を
継
承
し

て
い
る
丸
亀
な
ぎ
な
た
連
盟
会
長
、
椎
野
久
米
代
先

生
の
も
と
で
、
昭
和
四
十
六
年
か
ら
指
導
を
受
け
、

有
段
者
と
し
て
、
現
在
は
丸
亀
ス
ボ
ー
ツ
少
年
団
の

幼
稚
園
児
か
ら
小
中
学
生
の
子
供
達
に
、
丸
亀
市
郡

家
小
学
校
の
体
育
館
で
週
二
回

（木
、
土
曜
）
と
、

県
立
丸
亀
武
道
館
で
も
週
二
回

（水
、
金
曜
）
な
ぎ

な
た
を
教
え
て
い
ま
す
。

井
澤
さ
ん
と
な
ぎ
な
た
の
出
会
い
は
、
ご
自
分
の

子
供
さ
ん
が
小
学
四
年
生
の
頃
、
な
ぎ
な
た
に
興
味

を
持
ち
、
そ
れ
で
初
め
て
子
供
さ
ん
と

一
緒
に
丸
亀

警
察
署
の
道
場
で
実
際
に
稽
古
し
て
い
る
の
を
見
学

し
て
、
そ
の
礼
譲

（礼
儀
を
尽
く
し
て
謙
虚
の
態
度

を
示
す
）
に
感
動
し
た
の
が
き
っ
か
け
だ
そ
う
で
す
ｏ

丸
亀
支
店
を
平
成
元
年
に
退
職
し
ま
し
た
が
、
現

職
時
代
の
昭
和
四
十
八
年
、
本
格
的
に
丸
亀
な
ぎ
な

た
連
盟
に
入
会
し
、
続
い
て
昭
和
四
十
九
年
に
は
丸

亀
ス
ボ
ー
ツ
少
年
団
で
も
な
ぎ
な
た
を
習
う
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

な
ぎ
な
た
は
、
礼
に
始
ま
り
礼
に
終
わ
る
礼
譲
の

ス
ボ
ー
ツ
で
す
。
教
え
る
立
場
に
な
っ
て
、
子
供
達

に
は
、
ま
ず
は
礼
儀
の
正
座
、
お
じ
ぎ
の
仕
方
、
歩

）

き
方
か
ら
教
え
て
、
そ
の
後
、
な
ぎ
な
た
を
使

っ
て

正
し
く
正
面
、
左
右
側
面
、
左
右
胴
、
左
右
こ
て
、

左
右
す
ね
の
繰
り
出
し
、
繰
り
込
み
動
作
を
習
得
さ

せ
ま
す
。

現
代

っ
子
の
素
直
さ
に
欠
け
る
面
は
な
ぎ
な
た
を

通
じ
て
躾
た
り
、
動
作
で
は
仕
掛
け
に
対
す
る
受
け

の
心
、
即
ち
、
思
い
や
る
気
持
が
大
切
で
あ
る
と
教

え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
途
中
で
や
め
る
子
供
は
、
伸

び
る
子
供
に
比
べ
て
武
道
に
対
す
る
心
構
え
が
十
分

で
な
い
の
で
、
続
け
さ
せ
る
た
め
の
苦
労
も
し
ま
し

た
。
そ
の
よ
う
な
努
力
が
実
り
、
高
校
総
体
や
国
民

体
育
大
会
で
活
躍
す
る
選
手
が
育

っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
と
、
指
導
者
と
し
て
印
象
に
残
る
嬉
し
か
っ

た
こ
と
は
、
教
え
て
い
た
子
供
が
、
平
成
十
三
年
、

日
本
武
道
館
で
行
わ
れ
た
全
日
本
少
年
武
道

（な
ぎ

な
た
練
成
）
大
会
で
、
い
つ
も
よ
り
気
迫
の
あ
る
声

を
出
し
、
素
直
さ
が
全
面
に
出
て
日
頃
の
実
力
を
十

分
に
発
揮
し
優
勝
で
き
た
こ
と
で
す
。

井
澤
さ
ん
に
と
っ
て
、
な
ぎ
な
た
は
仕
事
と
両
立

さ
せ
武
道
を
続
け
て
き
た
苦
労
、最既
技
で
の
緊
張
感
、

子
供
達

へ
の
指
導
な
ど
を
通
じ
て
、
物
事
に
対
し
て

弱
気
に
な
る
心
を
、
精
神
的
に
強
く
し
て
貰

っ
た
と

実
感
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
と
、
恩
師
椎
野
先
生
の
教

え
で
あ
る
な
ぎ
な
た
を
通
じ
て
、
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し

い
行
動
を
し
て
、
心
と
身
体
を
練
磨
す
る
と
い
う
意

味
の

「ら
し
く
又
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
共
に
が

ん
ば
ろ
う
」
の
語
句
を
座
右
の
銘
と
し
て
、
こ
れ
か

ら
も
元
気
で
子
供
た
ち
と
楽
し
く
大
好
き
な
な
ぎ
な

た
で
が
ん
ば
り
た
い
と
思
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

（山
本
編
集
委
員
　
記
）

指導中の井澤さん (こ ちら向き)
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◇
　
浅
井
　
　
登

（石
井
町
）

退
職
し
て
か
ら
早
や
四
年
目
。
そ
れ
を
契
機
と
し

て
煙
草
を
や
め
て
体
重
が
十
ｋｇ
増
。
血
糖
値
が
高
く
、

糖
尿
病
に

一
歩
手
前
。
少
し
で
も
や
せ
よ
う
と
毎
日

一
時
間
の
散
歩
と
、
ゴ
ル
フ
の
練
習
に
明
け
暮
れ
て

い
ま
す
が
、
い
っ
こ
う
に
や
せ
な
い
こ
の
つ
ら
さ
。

だ
れ
か
タ
ス
ケ
テ
ー

◇
　
阿
竹
　
清澤
子

（さ
ぬ
き
市
）

退
職
し
て
も
う
す
ぐ

十
年
に
な
り
ま
す
。

仕
事
を
辞
め
た
当
初
は
、
ヨ
ー
ガ
と
茶
道
を
始
め

ま
し
た
。
途
中

二
年
間
、
体
調
を
く
ず
し
ヨ
ー
ガ
は

や
め
て
し
ま
い
、
今
は
茶
道

の
み
に
な
り
ま
し
た
。

茶
道
は
大
好
き
で
、
お
茶
会
で
お
道
具
を
拝
見
し

た
り
、
着
物
を
着
る
の
も
楽
し
み
で
続
け
て
い
ま
す
。

◇
　
有
澤
　
久
美
子

（安
芸
市
）

現
役
時
代
は
も
ち
ろ
ん
、
退
職
後

の
十
年
間
、
ワ

ー
プ

ロ
、
パ
ソ
コ
ン
触
り
も
せ
ず
、
時
代
に
逆
ら

っ

て
ネ

ッ
ト
も
メ
ー
ル
も
関
係
な
く
過
ご
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
サ
ー
ク
ル
歴
八
年
。
名
簿
の
作
成
、

文
書
の
作
成
を
す
る
に
も
下
手
な
手
書
き
は
通
じ
な

い
。
テ
キ
ス
ト
片
手
に
ロ
ー
マ
字
入
力
、
ワ
ー
ド
、

エ
ク
セ
ル
と
悪
戦
苦
闘
の
日
々
。
そ
れ
で
も
為
せ
ば

成
る
、
サ
ビ
た
頭
も
ま
だ
ま
だ
使
え
る
と
、
我
な
が

ら
感
心
す
る
次
第
。
六
十
歳
に
し
て
人
生
再
出
発
！

で
頑
張

っ
て
い
ま
す
。

◇
　
稲
前
　
紀
恵

（松
山
市
）

Ｎ
Ｔ
Ｔ
時
代
か
ら
今
日
ま
で
、

「
あ

・
う
ん
」
の

呼
吸
で
総
て
が
わ
か
り
あ
え
る
友
人
達
と
の
な
が
～

い
お
付
き
合
い
。

も
は
や
、
家
族
同
様
の
存
在
で
あ
り
、
私
に
と
っ

て
満
ち
足
り
た
気
持
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
唯

一

の
時
間
で
す
。

在
職
中
の
懐
か
し
い
思
い
出
と
同
様
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
で

得
た
大
切
な
財
産
だ
と
思
う
こ
の
頃
で
す
。

◇
　
大
沼
　
長
隆

（松
山
市
）

退
職
し
て
三
年
、
健
康
で
あ
る
こ
と
に
感
謝
し
な

が
ら
毎
日
を
過
ご
し
て
お
り
ま
す

老
化
防
止
に
と
思
っ
て

「木
彫
教
室
」
に
通
っ
て

い
ま
す
。
年
齢
相
応
に
上
達
し
な
い
も
の
で
す
が
、

完
成
し
た
作
品
の
喜
び
を
味
わ
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
町
内
会
活
動
等
で
中
断
し
て
い
た

「
四
国

八
十
八
ヵ
所
」
巡
り
を
デ
ジ
カ
メ
片
手
に
再
開
し
ょ

う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

健
康
で
あ
る
こ
と
を
願
い
ゆ
っ
く
り
歩
ん
で
い
る

昨
今
で
す
。◇

　
岡
内
　
節
子

（高
松
市
）

退
職
し
て
早
や
十
年
に
な
り
ま
し
た
。
退
職
直
後

は
生
活
リ
ズ
ム
に
慣
れ
な
く
て
、
身
体
の
コ
ン
デ
ィ

シ
ョ
ン
が
悪
い
時
も
あ
り
ま
し
た
が
大
病
も
せ
ず
、

今
の
所
、
基
本
健
診
の
結
果
は
標
準
数
値
を
な
ん
と

か
維
持
し
て
お
り
ま
す
。

毎
週
、
茶
道

。
手
編
等
の
け
い
こ
ご
と
に
出
か
け
、

ま
た
、
友
達
と
旅
行
に
も
行
き
、
感
動
し
た
り
お
喋

り
を
し
て
脳
の
活
性
化
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
健
康
で
楽
し
く
老
後
を
送

っ
て
い

け
た
ら
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

◇
　
岡
田
　
悔
三

（加
古
川
市
）

こ
の
三
月
、
県
立
四
年
制
老
人
大
学
を
卒
業
し
、

続
い
て
あ
と
二
年
、
大
学
院
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
体

の
リ

フ
レ

ッ
シ

ュ
に
は
、
新
快
速
で
三

十
分
ば
か
り
の
神
戸
を
利
用
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
Ｉ
Ｔ
や
古
代
文
学
な
ど
に
も
興
味
を

持

っ
て
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
頑
張
り
ま
す
。

◇
　
岡
本
　
綾
子

（春
野
町
）

退
職
者

の
皆
様
、
お
元
気

で
お
過
ご
し
の
ご
様
子

が
電
友
会
報
で
伝
え
ら
れ
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

さ
て
、
私
は
退
職
し
て
十
年
三
ヶ
月
と
な
り
ま
し

た
。
退
職
し
て
す
ぐ

絵

の
教
室
に
通

っ
て
い
ま
し
た

が
、
今
は
、
平
成
十
四
年

一
月
に
生
ま
れ
た
孫
の
世

話
を
す
る
日
々
で
す
。
我
が
子
の
時
は
義
母
に
ま
か

せ
て
出
勤
し
て
い
ま
し
た
の
で
、
今
度
は
私

の
番
と

頑
張

っ
て
い
ま
す
。
や

っ
と
こ
の

一
月
で
満
三
歳
と

な
り
、
幼
稚
園

へ
行
き
ホ

ッ
と
し
て
い
ま
す
。

絵
の
教
室

へ
復
活
し
た
い
の
で
す
が
、

二
番
目
が

出
来
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
？

皆
様
も
お
元
気
で
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

◇
　
小
倉

　
空
思
雄

（松
山
市
）

第

二
の
職
場
を
退
職
し
て
四
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。

昨
年
、
体
調
を
崩
し
、
今
ま
で
関
わ

っ
て
い
た
地

域
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
参
加
も
難
し
く
な

っ
て
き

た
の
で
、
仕
方
な
く
パ
ソ
コ
ン
相
手
に
遊
ん
で
お
り

ま
す
。
押
入
れ
で
眠

っ
て
い
た
レ
コ
ー
ド

の
Ｃ
Ｄ
化
に
続

き
、
現
在
は
子
供
達
を
撮
影
し
た
八

皿
フ
ィ
ル
ム
の

Ｄ
Ｖ
Ｄ
化
に
挑
戦
中

で
す
。
タ
イ
ト
ル
を
書
き
込
ん

だ
り
Ｂ
Ｇ
Ｍ
を
選
曲
し
た
り
と
、
完
成
時
期
を
気
に

せ
ず
、
毎
日
が
日
曜
日
の
特
権
？
を
活
か
し
て
、
気

が
向
け
ば

パ
ソ
コ
ン
に
向
か
う
と
い
っ
た
日
々
を
送

っ
て
お
り
ま
す
。
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◇
　
川
上
　
靖
司

（松
山
市
）

退
職
し
て
十
年
。
一
昨
年
大
病
を
し

一
ヶ
月
入
院
。

健
康
の
あ
り
が
た
さ
を
痛
感
。
今
は
元
気
で

一
週
間

の
う
ち
三
日
間
は
勤
め
に
、

三
日
間
は
家
内
や
孫

ヘ

の
サ
ー
ビ
ス
デ
ー
に
、
後
の
二
日
間
は
自
分
の
時
間

と
し
て
ビ
デ
オ
撮
影
、
編
集
、
カ
ラ
オ
ケ
、
ア
マ
チ

ュ
ア
無
線
等

の
趣
味
に
当
て
て
い
ま
す
。

ま
た
、
私
も
家
内
も
旅
行
が
大
好
き
な
の
で
、
自

分
で
計
画
し
て
、
年
数
回
は

一
週
間
ほ
ど

二
人
で
旅

行
し
て
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
地
域
の
方
々
に
少
し
で
も
お
役
に
立

て
ば
と
思
い
、
趣
味
を
活
か
し
て
さ
さ
や
か
な
活
動

を
し
て
い
ま
す
。

◇
　
北
川
　
　
尚

（東
温
市
）

退
職
し
て
七
年
を
迎
え
ま
し
た
。

右
足
首
の
軟
骨
減
少
に
よ
り
、
無
理
を
す
る
と
痛

み
と
腫
れ
に
悩
ま
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
先
祖
伝
来
の

田
畑
を
守
る
た
め
、
乗
用
農
機
で
足
首
に
負
担
を
か

け
な
い
農
作
業
で
日
々
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

余
暇
に
は
、
毎
年
、
バ
ン
ジ
ー
を
五
百
株
程
、
実

生
か
ら
育
て
、
半
分
は
庭
先
に
、
半
分
は
自
宅
前
の

県
道

ロ
ー
タ
リ
ー
に
移
植
し
、
往
来
す
る
ド
ラ
イ
バ

ー
達
に
心
和
ん
で
く
れ
る
よ
う
願
い
な
が
ら
、
そ
の

管
理
に
精
を
出
し
て
い
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。

◇
　
佐
藤
　
俊
夫

（海
南
町
）

早
い
も
の
で
二
月
末
で
、
退
職
し
て
四
年
が
過
ぎ

よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。

退
職

す
れ
ば
、
あ
れ
も
こ
れ
も
や

っ
て
み
た
い
と

思

っ
て
い
た
の
で
す
が
、
な
か
な
か
思
う
よ
う
に
出

来
な
か

っ
た
様
な
気
が
し
ま
す
。

今
は
少
し
ば
か
り
の
野
菜
作
り
と
、
夏
は
河
に
鮎

を
、
冬
は
山
に
猪
や
鹿
を
追
い
楽
し
ん
で
お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
先
も
身
体
が
健
康
で
過
ご
せ
れ
ば
と
願

っ
て
お
り
ま
す
。

皆
さ
ん
も
元
気
に
お
過
ご
し
下
さ
い
。

◇
　
漆
川
　
澄
子

（徳
島
市
）

退
職
し
て
四
年
が
た
ち
ま
す
。
早
い
も
の
で
す
。

退
職
時
は
、
ゆ

っ
く
り
と
旅
行
に
で
も
と
思

っ
て
い

た
の
で
す
が
、

二
年
前
に
父
を
九
十
歳
で
見
送
り
、

ま
た
、　
一
年
前
か
ら
九
十
三
歳
の
母
の
見
舞
い
と
世

話
を
兼
ね
て
、
姉
妹
交
代
で
週
二
回
ほ
ど
通

っ
て
い

ま
す
。
そ
の
間
は
、
孫
か
ら
の
呼
び
出
し
で
い
そ
い
そ
出

掛
け
、
ま
た
、
以
前
の
職
場
の
親
し
い
仲
間
と
も
食

事
会
、
忘
年
会
、
小
旅
行
等
と
出
掛
け
ら
れ
る
の
も

健
康
だ
か
ら
と
思

っ
て
い
ま
す
。

も
う
少
し
お
ち

つ
い
た
ら
、
退
職
時
に
通

っ
て
い

た
水
泳
と
朝
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
も
健
康
の
た
め
始
め

た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

◇
　
白
方
　
啓
嗣

（松
山
市
）

退
職
後
は
色
々
気
楽
に
で
き
る
だ
ろ
う
と
思

っ
て

い
た
の
に
、
子
供
や
孫
と
の
関
わ
り
で
日
々
振
り
回

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

昨
年
、
長
男
に
待
望
の
男
の
内
孫
の
誕
生
で
何
や

か
や
と
気
ぜ
わ
し
く
、
長
女
の
子
も
六
歳
と
八
歳
の

男
を
か
か
え
、
息
子

・
娘
共
々
隣
り
に
居
住
し
て
い

る
こ
と
も
あ
り
、
土
曜
日
に
は
待
ち
か
ね
た
よ
う
に

泊
ま
り
に
や

っ
て
き
ま
す
。

孫
の
オ
ク
タ
ト
ブ

上
が

っ
た
声
は
、
六
十
歳
も
過

ぎ
た
私
達
夫
婦
に
は
心
地
良
く
感
じ
ら
れ
、
更
に
、

フ
ァ
ミ
リ
ー
が
元
気
で
い
る
事
が
、
幸
せ
で
あ
る
と

い
う
実
感
が
し
ま
す
。
皆
様
ご
自
愛
さ
れ
ま
す
よ
う
。

◇
　
一局
橋
　
昭
恒

（新
居
浜
市
）

め
ぐ

り
来

る
春

の
訪
れ
も
七
度
目
と
な
り
ま
し

た
。
四
季
折
々
の
風
情
を
楽
し
み
つ
つ
、
家
事
等

の

手
伝
い
を
し
な
が
ら
の
、
い
た

っ
て
平
々
凡
々
の
日

常
生
活
で
は
あ
り
ま
す
が
、
元
気
に
暮
ら
し
て
お
り

ま
す
。
皆
様
の
ご
健
康
を
お
祈
り
し
ま
す
。

◇
　
田
中
　
静
雄

（高
知
市
）

退
職
後
、
三
年
余
り
二
人
の
息
子
の
結
婚
、
孫
二

人
誕
生
、
と

一
大
イ
ベ
ン
ト
が
重
な
り
ま
し
た
。

再
就
職
は
、
キ
ャ
リ
ア

・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し

て
、
求
職
者
等
に
対
し
て
の
キ
ャ
リ
ア
ア
ツ
プ
、
再

就
職
活
動
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。

相
談
者
の
方
か
ら
採
用
内
定
の
報
告
、
或
い
は
礼
状

を
頂
く
事
が
励
み
と
な
り
、
今
暫
く
続
け
て
み
よ
う

と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

休
日
に
は
、
孫
達
と
の
食
事
、
毛
嫌
い
し
て
い
た

海
外
旅
行
、
買
物
、
船
釣
り
、
陶
芸
、
ゴ
ル
フ
等
と

忙
し
い
日
々
で
す
。

身
体
も
ガ
タ
が
来
て
お
り
、
健
康
管
理
に
気
を

つ

け
て
や

っ
て
お
り
ま
す
。

◇
　
垂
水
　
　
健

（香
川
町
）

幸
い
健
康
に
恵
ま
れ
、
「
ワ
ン
、
ワ
ン
」
と
い
う

人
の
元
気
な
声
に
起
こ
さ
れ
て
、
さ
わ
や
か
な
早
朝

の
空
気
を
吸

っ
て
の
大
と
の
散
歩
に
始
ま
る
今
日
こ

の
頃
で
す
。

二
人
の
子
供
達
は
、
そ
れ
ぞ
れ
好
き
な
道
を
歩
ん

で
お
り
、
女
房
と
二
人
静
か
な
田
舎
で
第

二
の
人
生

を
送

っ
て
い
ま
す
。
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
警
備
の
仕
事
を
し
な

が
ら
、
好
き
な
旅
行
を
し
た
り
、
山
に
登

っ
た
り
、

マ
ー
ジ
ャ
ン
を
し
た
り
の
楽
し
い
毎
日
で
す
ｃ

ヽ
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◇
　
坪
内
　
勝
信

（松
山
市
）

退
職
し
て
四
年
、
毎
日
が
サ
ン
デ
ー
で
す
。

在
職
中
に
心
筋
梗
塞

・
心
臓
の
バ
イ
パ
ス
術
と
な

り
ま
し
た
が
、
経
過
良
好
で
す
。
退
職
後
は
、
狭
心

症

（治
療
済
）
。
糖
尿
病

・
閉
塞
性
動
脈
硬
化
症

（治

療
済
）
と
病
気
と
の
闘
い
が
続
い
て
い
ま
す
。

趣
味
は
、
サ
ツ
キ
の
盆
栽
作
り

（三
十
年
）
に
励

ん
で
い
ま
す
。

日
課
は
、　
一
日
二
回
歩
く
こ
と
で
す
。
今
年
は
、

人
生
の
節
目

「還
暦
」
で
す
。
現
在
は
、
父
の
死
去

に
伴
い
後
整
理
に
追
わ
れ
て
い
ま
す
。

「朝
の
こ
な
い
夜
は
な
い
」
こ
の
言
葉
を
信
じ
頑

張
っ
て
行
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

◇
　
内
藤
　
武
男

（小
松
島
）

今

一
番
の
悩
み
は

「花
粉
症
」
、
気
が
滅
入
り
ま

す
。
『
金
欠
病
』
は
年
中
患

っ
て
は
い
ま
す
が
。

町
協
議
会

・
消
防

。
公
民
館

・
神
社
総
代
等
々
、

地
区
の
役
員
を
次
々
に
引
き
受
け
、
バ
タ
バ
タ
し
な

が
ら
も
結
構
お
も
し
ろ
く
や

っ
て
い
ま
す
。

楽
し
み
は
、
経
済
新
聞
を
側
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
の
小
遣
い
稼
ぎ

・
旅
行

・
釣
り
等
。
株
が
上
が

っ

た
下
が

っ
た
で

一
喜

一
憂
。
「買
え
ば
下
が
る
―
売

れ
ば
上
が
る
！
」
ス
ト
レ
ス
が
溜
ま
り
ま
す
。
「認

知
症
」
に
な
ら
な
い
た
め
の
出
費
、
と
割
切

っ
て
い

て
も
ク
ヤ
シ
イ
。
そ
ん
な
こ
ん
な
の
毎
日
で
す
。

◇
　
中
澤
　
和
子

（坂
出
市
）

月
日
の
た
つ
の
は
早
い
も
の
で
、
私
も
退
職
し
て

十

一
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
こ
の
間
、
長
年
看
病
し
て

き
た
義
母
を
昨
年
亡
く
し
ま
し
た
が
、　
一
方
で
二
人

の
息
子
が
そ
れ
ぞ
れ
良
き
伴
侶
に
恵
ま
れ
、
孫
は
あ

わ
せ
て
四
人
と
な
り
ま
し
た
。
盆

。
正
月
は

一
堂
に

）

会
し
て
賑
や
か
で
す
。

年
と
と
も
に
時
に
は
体
調
の
悪
い
と
き
も
あ
り
ま

す
が
、
香
川
長
寿
大
学
に
通
っ
た
り
、
亀
友
会
ハ
イ

キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
、
同
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
に

入
っ
て
、
仲
間
と
、
良
き
時
代
を
な
つ
か
し
く
話
し

た
り
も
し
て
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

◇
　
西
岡
　
武
司

（い
の
町
）

十
二
年
に
全
て
を
退
職
し
て
五
年
に
な
り
ま
す
。

退
職
後
の
予
定
と
相
違
し
て
、
実
家
に
帰
り
母
の

世
話
、
商
売
の
家
業
、
今
ま
で
の
恩
返
し
の
た
め
地

域
の
お
世
話
等
し
て
い
ま
す
。

あ
っ
と
い
う
間
の
人
生
だ
か
ら
」
が
、
最
近
は

「ま
っ
、
い
い
か
」
と
曖
味
か
つ
日
和
見
的
に
妥
協

す
る
こ
の
頃
で
す
。
「ま

っ
、
い
い
か
」
は
今
の
世

情
の
反
省
点
で
も
あ
る
が
、
前
向
き
に
も
後
向
き
に

も
と
れ
る
便
利
な
言
葉
と
し
て
、
ひ
と
り
で
納
得
し

て
い
ま
す
。

メ
ー
ル
し
た
り
珍
味
が
入
っ
た
と
か
、
最
近
は
シ

シ

（
シ
カ
）
肉
で
友
達
と
囲
ん
だ
り
、
そ
し
て
全
て

の
人
の
幸
せ
を
願
っ
て
い
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。
皆

様
の
ご
健
康

・
お
幸
せ
を
お
祈
り
し
て
い
ま
す
。

◇
　
西
川
　
艶
子

（高
松
市
）

私
、
昨
年
十
二
月
十
七
日
か
ら
、
二
月
六
日
ま
で

高
松
市
内
の
病
院
で
手
術
を
受
け
ま
し
た
。

原
因
は
、
変
形
型
膝
関
節
炎
で
、
二
～
三
歩
歩
く

と
休
ま
な
い
と
足
が
進
ま
ず
、
乳
母
車

（小
型
）
を

引
く
時
は
、
体
を
お
お
い
か
ぶ
さ
る
様
に
し
て
歩
く

の
で
、
通
常
、
十
分
位
が
三
十
分
位
か
か
り
病
院

ヘ

通
っ
て
い
ま
し
た
。

病
院
の
整
形
外
科
の
先
生
は
、
四
国

一
と
の
噂
が

あ
り
、
思
い
切
っ
て
手
術
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

）

私
は
、
約
二
十

ｃｍ
位
、
深
さ
四

Ｃｍ
切
り
開
き
、
こ

ぶ
し

（小
）
位
の
黒
い
石
の
よ
う
な
の
を
二
個
入
れ

て
閉
じ
ま
し
た
。
し
か
し
、
全
身
麻
酔
で
す
の
で
何

と
も
あ
り
ま
せ
ん
。
他
の
人
は
七

ｃｍ
位
が
普
通
の
よ

う
で
す
。
患
者
の
中
で
は
遠
く
東
京
の
方
も
居
ま
し

た
。
皆
様
の
中
で
も
同
病
の
方
は
お
す
す
め
し
ま
す
。

◇
　
西
山
　
｛昌
士
子

（大
洲
市
）

退
職
し
た
途
端
、
地
域
の
役
員
が
廻
っ
て
来
て
、

今
は
公
民
館
の
主
事

・
食
生
活
推
進
委
員

・
婦
人
会

と
地
域
の
行
事

。
会
合
に
は
率
先
し
て
出
て
行

っ
て

い
ま
す
。

地
域
の
健
康
づ
く
り
と
い
う
こ
と
で
子
供
か
ら
老

人
ま
で
の
料
理
教
室
等
も
や

っ
て
い
る
の
で
、
「西

山
さ
ん
」
「西
山
の
お
ば
ち
ゃ
ん
」
と
親
し
ま
れ
て
、

現
職
時
代
で
は
味
わ
え
な
か
っ
た
地
域
の
人
情
、
温

か
さ
に
浸

っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
そ
の
合
間
に

孫
の
子
守
も
。

趣
味
と
し
て
は
、
詩
舞

。
大
正
琴
を
Ｏ
Ｂ
の
女
性

グ
ル
ー
プ
で
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
結
構
忙
し
い
ん
で

す
。
で
も
、
今
年
は
風
邪
を
ひ
い
て
治
り
ま
せ
ん
。

ご
用
心
。◇

　
藤
井
　
吉
信

（吉
野
川
市
）

早
期
退
職
に
応
じ
、
ゆ
っ
く
り
と
第
二
の
人
生
を

楽
し
も
う
と
し
た
矢
先
、
町
の
自
治
会
連
合
会
長

・

民
生
委
員

・
学
校
評
議
員

。
青
少
年
育
成
会
長

・
地

域
交
通
安
全
活
動
推
進
委
員
、
ま
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

協
議
会
長
等
を
次
か
ら
次

へ
と
仰
せ
つ
か
り
、
趣
味

の
日
本
画
の
制
作
も
ゆ
っ
く
り
と
出
来
ず
、
毎
日
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
お
酒
で
明
け
暮
れ
て
い
ま

す
。

― H―
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し
か
し
、
早
い
も
の
で
、
退
職
し
て
満
三
年
が
過

ぎ
、
無
事
、
還
暦
も
終
え
、
今
は
地
域
の
福
祉
に
少

し
で
も
お
役
に
立
て
ば
と
思
い
、
元
気
に
東
奔
西
走

す
る
毎
日
で
す
。

◇
　
藤
田
　
　
茂

（丸
亀
市
）

退
職
し
て
早
や
四
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。

次
男
も
今
春
、
大
学
院
を
卒
業
し
、
就
職
し
て
神

戸
に
住
ん
で
い
ま
す
。
就
職
難
の
時
節
だ
け
に

一
段

落
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

一
月
末
に
、
生
後

一
ヶ
月
の
牝
猫
を
買
っ
て
き
て
、

家
族
の

一
員
と
し
て
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
大
変
な
「お

て
ん
ば
」
で
カ
ー
テ
ン
に
飛
び

つ
い
た
り
、
足
に
飛

び
か
か

っ
て
き
た
り
、
家
の
中
を
走
り
回
っ
て
い
ま

す
。
遊
び
疲
れ
る
と
私
の
側
で
昼
寝
と
マ
イ
ベ
ー
ス

で
す
。
子
猫
に
遊
ば
れ
な
が
ら
、
癒
さ
れ
て
い
る
毎

日
で
す
。

◇
　
増
田
　
隆
弘

（徳
島
市
）

退
職
後
、
早
く
も
丸
三
年
。
愛
犬
ラ
ッ
キ
ー
の
散

歩
と
会
話
に
明
け
暮
れ
る
毎
日
。

在
職
中
は
無
趣
味
な
私
が
、
退
職
を
機
に
、
陶
芸

・
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
に
挑
戦
し
、
自
慢
の
茶
碗
で
食

事
す
る
の
は
最
高
で
す
。
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
は
、
地

区
の
文
化
祭
に
出
品
し
、
家
中
、
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス

の
作
品
が
勢
揃
い
、
少
し
鼻
高
々
で
す
。

ま
た
、
年
末
年
始
は
子

・
孫
達
総
勢
八
名
で
旅
行

す
る
の
も
楽
し
み
の

一
つ
。

徳
島
県
の
事
業
と
し
て
、
千
年
の
森
作
り
に
参
加
。

成
長
し
た
木
陰
で
、
弁
当
を
食
べ
る
日
が
く
る
こ
と

を
夢
に
見
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

◇
　
真
辺
　
規
夫

（佐
川
町
）

つ
い
先
頃
、
暦
新
た
に
し
三
百
六
十
五
日
あ
る
と

思
う
も
、
は
や
弥
生
も
過
ぎ
て
、
風
の
中
に
暖
か
さ

感
じ
る
今
日
今
頃
、
皆
様
如
何
が
お
過
ご
し
で
す
か
。

私
は
今
、
昨
年
来
の
佐
川
車
い
す
ロ
ー
ド
レ
ー
ス

（身
体
障
害
者
）
大
会
の
開
催
後
処
理
や
、
拙
宅
近

く
に
あ
る
十
年
来
荒
れ
放
題
で
あ
っ
た
公
園
の
復
活

維
持

（四
月
か
ら
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
か
の
元
気
村
）
活

動
に
、
住
ん
で
良
か
っ
た
と
思
え
る
所
に
な
れ
ば
と

微
力
な
が
ら
、
昔
こ
こ
で
遊
ん
だ
方
々
の

「公
園
が

音
に
戻
っ
た
」
と
の
励
ま
し
の
声
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
真
似
事
を
し
て
お
り
ま
す
。

◇
　
宮
地
　
幸
子

（高
松
市
）

夫
の
父
が
倒
れ
退
職
し
て
早
や
十
六
年
。
泣
き
笑

い
の
介
護
生
活
も
両
親
を
見
送

っ
た
今
で
は
懐
か
し

く
、
教
え
て
頂
い
た
数
々
の
こ
と
が
心
の
支
え
と
な

り
、
姑
と
な

っ
た
今
、
自
分
の
指
針
と
な

っ
て
、
息

子
の
家
族
と
良
い
関
係
を
保

っ
て
お
り
ま
す
。

現
在
は
足
腰
痛
め
て
杖
を
頼
り
の
日
常
生
活
で
す

が
、
自
分
に
出
来
る
事
、
ち
ょ
っ
と
だ
け
周
り
に
喜

ん
で
も
ら
え
る
事
を
生
甲
斐
に
過
ご
し
て
お
り
ま

す
。
「あ
―
い
い
人
生
だ

っ
た
」
と
時
々
、
遺
言
の

よ
う
に
言
う
主
人
と
共
に
、
こ
れ
か
ら
も
幸
せ
な
日

々
が
続
く
こ
と
を
祈
り
つ
つ

。
・
・
・
。

◇
　
安
岡

　

一
忠

（高
知
市
）

皆
さ
ん
お
元
気
で
す
か
。
当
方
は
準
健
康
で
す
。

仁
井
田
と
い
う
辺
ぴ
な
所

へ
引
越
し
て
、
も
う
六

年
に
な
り
ま
す
。

松
山
在
勤
中
は
写
真
や
絵
を
や

っ
て
い
ま
し
た

が
、
自
宅
に
入
っ
て
庭
が
あ
り
、
今
は
園
芸
を
し
て

い
ま
す
。

）

園
芸
は
庭
に
絵
を
描
い
て
い
る
よ
う
な
も
の
で
同

じ
よ
う
な
面
白
さ
が
あ
り
ま
す
ｃ
ス
ミ
レ
大
好
き
、

ペ
チ

ュ
ニ
ア
大
好
き
、
ハ
イ
ビ
ス
カ
ス
大
好
き
、
そ

れ
か
ら
ブ

ラ
ッ
ク
ベ
リ
ー
、
ブ

ル
ー
ベ
リ
ー
、
ラ
ズ

ベ
リ
ー
大
好
き
。
新
し
い
植
物
で
は
ア
ン
デ

ス
の
乙

女
を
種
か
ら
育
て
る
の
が
面
白
く
思
い
ま
す
。

皆
さ
ん
も
や

っ
て
み
て
下
さ
い
。

◇
　
山
岡
　
郁
夫

（松
山
市
）

第

二
の
就
職
を
退
い
て
か
ら
早
や
六
年
ハ
早
い
も

の
で
す
。
Ｎ
Ｔ
Ｔ
退
職
後
十
三
年
、
好
き
な
コ
ン
ト

ラ
ク
ト
ブ

リ

ッ
ジ
の
教
師
を
し
て
お
り
ま
す
。

（松

山
ク
ラ
ブ

。
今
治
ク
ラ
ブ

で
）

ま
た
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
要
請
で
始
め
た
パ
ソ
コ
ン
の
サ

ポ

ー
ト
を
電
友
会
に
お
い
て
Ｏ
Ｂ
お
よ
び
そ
の
家
族

の
方
々
に
、
個
人
指
導
を
毎
週
水

・
木
曜
日
に
実
施

し
て
お
り
ま
す
。
詳
細
は
電
友
会
に
お
問
い
合
わ
せ

下
さ
い
。

パ
ソ
コ
ン
で
シ
ス
テ
ム
を
作
成
し
た
リ
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
作
成
し
た
り
し
て
、
人
生
の
生
き
甲
斐
を
楽

し
ん
で
い
ま
す
。

◇
　
山
岡
　
日日
和

（観
音
寺
市
）

退
職
し
て
四
年
に
な
り
ま
す
。
退
職
し
た
ら
、
あ

れ
も
こ
れ
も
し
よ
う
と
、
い
ろ
い
ろ
構
想
を
練

っ
て

お
り
ま
し
た
が
、
現
状
は
、
趣
味
を
生
か
し
た
今
ま

で
ど
お
り
の
生
活
を
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

二
年
前
か
ら
、
仲
間
四
人
と
、
電
報
配
達
に
携
わ

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
余
暇
を
見

つ
け
て
は
、
地
区

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し
た
り
、
手
弁
当
を

片
手
に
、
遠
く
は
中
国
、
四
国
の
里
山
を
訪
ね
て
、

四
季
折
々
の
景
色
や
野
草
の
花
を
写
真
に
お
さ
め
て

い
ま
す
。

）

-12-
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万り v
で
し
た

ま
た
、
元
気
に
動
け
る
う
ち
に
と
、
妻
や
友
人
達

と
小
旅
行
も
楽
し
ん
で
お
り
ま
す
。

一　親孝行̈
真雌動を端雌く（猟知姉薯めにリタ

一イ
ア
し
て
早
や
三
年
、
相
変
わ
ら
ず
の
遠
距
離
介
護

（高
知
の
実
父
、
義
母
、
共
に
八
十
九
歳
）
。

二
人
の
愚
息
は
東
京
暮
ら
し
。
孫
の
顔
見
た
さ
に

時
々
上
京
。
親
の
勝
手
な
好
奇
心
の
コ
ン
パ
ス
の
針

が
振
れ
る
悦
び
を
感
じ
つ
つ
、
ご
多
分
に
洩
れ
ず
完

全
な
ジ
ジ

・
バ
バ
馬
鹿
を
演
じ
て
い
る
。

仕
事
に
は
定
年
が
あ
っ
て
も
、
人
生
に
は
定
年
は

な
い
の
だ
か
ら
、
願
わ
く
ば
情
緒
的
老
化
を
し
て
、

男
な
ら

「が
ん
こ
じ
い
さ
ん
」
女
な
ら

「
ひ
ね
く
れ

ば
あ
さ
ん
」
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
は
避
け
た
い
。

安
逸
に
楽
し
み
た
い
。

◇
　
米
林
　
幸
子

（松
山
市
）

毎
日
サ
ン
デ
ー
で
早
く
も
四
年
目
、
当
初
は
生
活

リ
ズ
ム
が
と
れ
な
く
て
、
な
ん
と
な
く

一
日
が
終
わ

っ
て
い
ま
し
た
。

今
は
か
わ
い
い
孫
達
の
世
話
、
父
母
の
墓
参
り
、

小
旅
行
、
プ
ー
ル
と
今
ま
で
で
き
な
か
っ
た
事
を
楽

し
み
な
が
ら
日
々
を
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

去
年
、
還
暦
を
迎
え
気
が
若
く
て
も
体
は
間
違
い

な
く
老
い
て
い
き
ま
す
。
健
康
で
、
日
々
、
平
凡
に

暮
ら
せ
ば
い
い
か
な
と
思
う
今
日
こ
の
頃
で
す
。

Ｎ
Ｔ
Ｔ
美
馬

，
三
好
Ｏ
Ｂ
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
会

徳
島
電
友
会
西
部
地
区
通
信
員

三
宅
　
康
之

（美
馬
市
）

当
部
会
は
平
成
八
年
十
月
に
結
成
さ
れ
、
会
員
数

は
現
在
十
八
名
で
す
。

主
な
活
動
と
し
て
①
道
路

・
緑
地
帯
等
の
空
缶
や

ゴ
ミ
拾
い
、
草
取
り
清
掃
②
文
化
財

「旧
家
　
長
岡

屋
敷
」
の
草
取
り
、
③
特
養
老
人
ホ
ー
ム
で
の
お
レ

め
た
た
み
、
ミ
シ
ン
が
け
、
シ
ー
ツ
交
換
等
の
お
手

伝
い

（当
部
会
結
成
前
か
ら
続
け
て
い
る
）
を
行

っ

て
い
ま
す
。

今
回
は
、
当
部
会
結
成
以
来
参
加
し
、
今
年
で
九

回
目
と
な
る
池
田
町
社
会
福
祉
協
議
会
主
催
の
福
祉

大
会
ふ
れ
あ
い
広
場
が
、
昨
年
末
に
開
催
さ
れ
た
の

で
紹
介
し
ま
す
。

当
日
は
、
春
日
和
を
思
い
出
さ
せ
て
く
れ
る
程
の

快
晴
に
恵
ま
れ
、
ま
た
、
大
会
に
参
加
さ
れ
る
方
々

の
た
め
に
主
催
者
が
用
意
し
た
臨
時
バ
ス
を
町
内
各

地
に
運
行
さ
れ
た
の
で
、
近
年
に
な
い
大
勢
の
参
加

者
で
盛
況
で
し
た
。

今
年
は
中
高
生
の
若
い
人
や
、
子
供
づ
れ
の
お
母

さ
ん
方
の
参
加
が
多
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

大
会
の
式
典
に
出
席
さ
れ
る
招
待
者
、
町
内
各
地

区
の
役
員
、
書
道

・
ポ

ス
タ
ー
福
祉
大
会

コ
ン
ク
ー

ル
で
入
賞
し
、
表
彰
さ
れ
る
父
兄
同
伴
の
小

。
中
学

生
の
窓
口
受
付
業
務
、
会
場
案
内
等
を
私
た
ち
三
好

地
区
の
十
名
が
担
当
し
ま
し
た
。

ふ
れ
あ
い
広
場
で
は
、
手
打
ち
う
ど
ん
の
実
演
販

売
、
子
供
た
ち
の

「
ヨ
イ
シ
ョ
、
ヨ
イ
シ
ョ
」
の
掛

け
声
で
つ
か
れ
た
杵
つ
き
餅
の
出
来
た
て
の
味
は
格

日
赤
奉
仕
団
の
非
常
食

コ
ー
ナ
ー
で
は
、
宇
宙
ロ
ケ

ッ
ト
に
も
利
用
さ
れ
て
い
る
食
品
も
あ
り
、
あ
ら
ゆ

る
食
材
料
が
長
期
保
存
で
き
る
よ
う
製
品
化
さ
れ
て

い
ま
す
。

今
後
、
完
全
無
欠
の
栄
養
素
が
摂
取
で
き
る
製
品

が
市
販
さ
れ
る
で
し
ょ
う
が
、
私
た
ち
が
今
食
べ
て

い
る
、
「栄
養
的
に
は
少
し
偏
り
が
あ

っ
て
も
、
自

分
好
み
の
新
鮮
な
材
料
を
利
用
し
た
料
理
が
食
べ
ら

れ
る
生
活
」
か
ら
は
、
当
分
離
れ
ら
れ
そ
う
に
あ
り

ま
せ
ん
。

来
年
の
第
二
十
五
回
大
会
は
、
わ
れ
わ
れ
に
と

っ

て
十
回
目
と
区
切
り
の
良
い
記
念
す
べ
き
大
会
と
な

り
ま
す
。

十
五
回
、
二
十
回
と
続
け
ら
れ
る
よ
う

「無
理
せ

ず
、
元
気
で
続
け
よ
う
」
を
合
言
葉
に
誓
い
合

っ
て

い
ま
す
。

福祉大会当日の受付席で

-13-
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「
愛

媛

Ｎ

丁

Ｔ

・
Ｏ

Ｂ

イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
愛
好
会
」
の
現
状

事
務
局
　
池
　
東
雄

（松
山
市
）

「愛
媛
Ｎ
Ｔ
Ｔ

。
Ｏ
Ｂ
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
愛
好
会
」

（略
称

「
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｎ
し

か
ら
、
会

の
現
状
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

一　

会
員
数

平
成
十
六
年
十
月
現
在
で
百
六
十
三
名
の
大
世

帯
に
な

っ
て
い
ま
す
。

ニ
　
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
の
導
入

会
員
相
互
の
親
睦
と
情
報
交
換
等
の
手
段
と
し

て
、
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
を
ス
タ
ー
ト
し
、
Ｈ
Ｔ

Ｍ
Ｌ
方
式

で
運
営
し
て
い
ま
す
。

（年
間
メ
ー
ル

投
稿
件
数
　
約
千
六
百
件
）

現
在
で
は
、
地
域
の
珍
し
い
風
景

・
行
事

・
雪

山

・
旅
行
写
真
の
紹
介
や
、
踊
る
メ
ー
ル
な
ど
で

親
睦
を
図

っ
て
い
ま
す
。

〓
一　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
作
成

「愛
媛
電
友
会

へ
よ
う
こ
そ
」
と
し
て
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
し
、
関
連
す
る
ペ
ー
ジ
等

ヘ
リ
ン
ク
す
る

な
ど
、
逐
次
、
内
容
を
充
実
し
て
い
ま
す
。

四
　
パ
ソ
コ
ン
教
室
の
講
師

毎
週
水
曜
日
と
木
曜
日
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

（受
講
者
　
年
間
延
べ
八
百
七
十
名
）

教
室
開
催
日
に
は
、
愛
好
会
か
ら
ベ
テ
ラ
ン
会

員
六
名
程
度
が
教
室

へ
出
向
い
て
講
師
を
務
め
、

受
講
者

の
希
望
テ
ー
マ
に
合
わ
せ
た
カ
リ
キ

ュ
ラ

ム
に
よ
り
、

マ
ン
ツ
ー
マ
ン
方
式
で
指
導
し
て
い

ま
す
。

五
　
お
助
け
マ
ン
活
動

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線
の
グ
レ
ー
ド
ア
ツ
プ

時
の
相
談
と
ア
ド
バ
イ
ス

・
ハ
ー
ド
点
検
、
修
理
、
機
能
ア
ッ
プ
、
周
辺

装
置
の
設
置

等
、
会
員
の
皆
さ
ん
方
の
自
宅
を
訪
問
し
て
お

手
伝
い
す
る
ほ
か
、
電
話
問
合
せ
に
も
対
応
し
て

い
ま
す
。

以
上
で
当
会
の
概
要
を
終
わ
り
ま
す
が
、
会
員
の

皆
さ
ん
が
少
し
で
も
Ｉ
Ｔ
時
代
に
取
り
残
さ
れ
な
い

よ
う
、
ま
た
、
近
い
将
来
の
ユ
ビ
キ
タ
ス
に
も
つ
い

て
行
け
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

「友
佳
里
句
会
」
由
来
記

仲
谷
　
あ
き
ら

（松
山
市
）

別
る
ゝ
や

一
鳥
晴
て
雲
に
入
る
　
　
漱
石

四
国
電
電
ビ
ル
の
玄
関
横
に
夏
目
漱
石
句
碑
が
建

つ
。
此
処
が
旧
松
山
中
学
の
跡
地
で
、
教
鞭
を
と
っ

て
い
た
漱
石
が
、
明
治
二
十
九
年
、
松
山
か
ら
熊
本

高
校

へ
転
任
の
際
に
詠
ん
だ
別
離
の
句
で
あ
る
。

こ
の
句
碑
は
、
電
電
ビ
ル
が
新
築
さ
れ
た
昭
和
三

十
七
年
十
月
の
電
電
記
念
日
に
除
幕
さ
れ
、
そ
の
際
、

往
時
、
校
庭
に
そ
び
え
て
い
た
と
い
う
ユ
ー
カ
リ
を

偲
び
、
若
樹
が
句
碑
に
添
え
ら
れ
た
。
す
く
す
く
伸

び
よ
と
の
夢
と
希
望
を
托
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

「友
佳
里
句
会
」
は
こ
の
ユ
ー
カ
リ
を
も
じ
り
、

こ
の
時
か
ら
句
会
の
正
式
名
称
と
な
っ
た
。

佳
き
友
の
集
う
里
で
あ
る
句
会
は
、
昭
和
二
十
四

年
、
二
省
分
離
直
後
に
発
足
し
す
で
に
半
世
紀
を
超

え
た
。
松
山
市
内
の
公
社
機
関
の
現
役
と
退
職
者
が

集
り
、
当
初
よ
り
結
社

・
流
派
は
関
係
な
く
、
化
学

肥
料
抜
き
の
泥
の
つ
い
た
生
野
菜
の
様
な
句
を
持
ち

込
ん
で
き
た
。

自
己
作
品
に
つ
い
て
は
そ
れ
な
り
の
想
い
入
れ
と

メ
ン
ツ
か
ら
自
己
主
張
を
曲
げ
な
い
が
、
他
人
様

の

句
に
は
容
赦
な
い
批
判

（鑑
賞
と
も
言
う
）
を
浴
び

せ
、
言
い
た
い
放
題
で
あ
る
。
そ
れ
で
い
て
和
気
あ

い
あ
い
の
楽
し
さ
が
あ
り
、
ど
う
に
も
奇
妙
な
句
会

で
あ
る
。

発
足
時
の
現
役
主
体
は
、
時
を
経
て
人
去
り
人
来

た
り
の
変
転
著
し
く
、
現
在
は
Ｏ
Ｂ
中
心
と
な

っ
て

い
る
。
往
時
は

一
刻
た
り
と
も
カ
ン
リ
社
会
を
脱
し

て
、
ス
ト
レ
ス
解
消
の
た
め
の
逃
げ
場
の
感
も
あ

っ

た
。
今
は
専
ら
ボ
ケ
防
止
の
右
脳
の
体
操
の
場
で
あ

り
、
人
間
の
生
死
も
所
詮
自
然
界
の

一
現
象
と
捉
え

ょ”敏ビ畦蛹「和嚇制試爆芸っ虹ぃ％どはか滸こ

い漱れは一番獅本日亡蛙場確疑柿のの「鋤濤れ
（そ磁響

鶴
菫
誅
瀧
た
か一」）一れ澤好銘
雰
難

る
ド
入
会
自
由
、
何
時
で
も
誰
で
も
の
ご
参
加
を
お

待ち姓ぼ嚇］鹸野」とおし梅ふふむ　あきら

【友
佳
里
句
会
ご
案
内
】

◆
定
例
句
会

・
・
毎
月
第

二
土
曜
日
午
後

一
時
〆
切

◆
場
所

。
・
Ｏ
Ｂ
サ
ロ
ン
か

つ
や
ま

（南
持
田
町
）

◆
会
費

・
・
三
百
円
　
　
◆
投
句

・
・
七
句
以
内

◆
忘
年
句
会

（酒
肴
主
体
）
、
吟
行
句
会

（名
所

・

行
事
探
訪
）
あ
り

◆
幹
事

・
・
仲
谷
　
昭

（九
二
二

‐
三

一
四
四
）
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介
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
研
修
会
開
催

―
徳
島

・
香
川
―

テ
ル
ウ

ェ
ル
西
日
本
帥
四
国
支
店
管
内
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、
二
月
二
十
三
日

「徳
島
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ク
ラ
ブ

」
、
二
月
十
日

「
テ
ル
ウ

ェ
ル

香
川
介
護
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
」
で
、
介
護
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
沿
っ
た
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

徳
島
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ク
ラ
ブ

で
は
、
『
心
も
身
体

も
元
気
に
―
か
ん
た
ん
健
康
創
作
料
理
―
』
を
テ
ー

マ
に
、
食
生
活
の
正
し
い
知
識
と
生
活
習
慣
病
予
防

の
た
め
の
料
理
を
学
び
ま
し
た
。

生
活
習
慣
病
予
防
の
料
理
は
、
栄
養
だ
け
に
偏
ら

ず
、
「食

べ
て
楽
し
く
、
食
べ
て
美
味
し
い
」
が
キ

ー
ワ
ー
ド
で
、
献
立
は
①
ち
り
め
ん
菜
飯
②
わ
か
め

衣
の
か
ら
揚
げ
③
彩
り
野
菜
の
お
ろ
し
和
え
④
卯
の

花
和
え
⑤
グ
レ
ー
プ
ム
ー
ス
、
を
献
立
に
調
理
実
習

を
行
い
ま
し
た
。

研
修
を
受
け
た
人
達
は
、
生
活
援
助
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
先
で
食
事
の
ア
ド
バ
イ
ス
が
出
来
る
と
と
も
に
、

ご
自
分
の
家

の
料
理
に
も
活
か
せ
る
と
好
評
で
し

た
。テ

ル
ウ

エ
ル
香
川
介
護
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で

は
、
「夕
映
え
の
会
」
Ｆ
先
生
に
よ
る

『
痴
呆
の
介

護
に
つ
い
て
』
の
講
演
で
、
Ｆ
先
生
ご
自
身
も
痴
呆

症

（認
知
症
）
の
ご
家
族
を
介
護
し
な
が
ら

「夕
映

え
の
会
」
の
仲
間
と
と
も
に
、
お
互
い
に
励
ま
し
合

い
、
よ
り
良
い
介
護
を
目
指
し
た
経
験
は
、
「介
護

は
痴
呆
症
の
方
と
と
も
に
学
び
、
人
格
を
尊
重
す
る

こ
と
に
よ
り
、
人
間
と
し
て
進
歩
し
て
い
く
」
で
あ

り
、
受
講
生
は
介
護
の
あ
り
方
を
改
め
て
認
識
し
た

と
の
こ
と
で
す
。

今
回
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
会
に
参
加
さ
れ
た
方

は
、
「自
分
自
身
学
ぶ
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ

っ
た
。

今
後
も
研
修
会
に
参
加
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

活
か
す
と
と
も
に
、
私
生
活
に
も
取
り
入
れ
て
元
気

で
楽
し
い
生
活
を
送
り
た
い
」
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

写真はいずれも徳島会場での

研修会風景

・ 獲 暮‐ギ・
「グfL-7ホーム サ′LビアJハ居者募集中

「サルビア」では、 軽度の痴呆症と診断され、
介護認定が 1以上の方の入居者を募集しています。

【入居料金】・家賃    40, 000円 /月
・光熱・水費 12, 000円 /月
・食費     1, 000円 /日
・介護保険サービス費の 1割負担

*入居料金の月額総額は、ほぼ 11万円程度
【お問合せ先】 「グループホーム サリレビア」

八幡浜市江戸岡 1丁目2-9
電話  0894-24-1611

ξ
Ｅ
ｆ

Ｓ
ζ
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第 130号 友電国 平 成 17年 4月

（香
川
）

赤
井

綿
み
た
い
バ

ッ
ク
紺
碧
春

の
雲

‥

ま
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
池
田

朝
未
だ
き
霧
笛
を
聞
く
や
サ
ン
ポ

ー
ト井
出

玄
関
の
鏡
に
華
や
ぐ

手
折
り
雛

河
端

心
こ
め
手
紙
は
手
書
き
冴

へ
返
る

佐
藤

と
ど
ま
れ
ば
影
の
ふ
く
ら
む
春
の
宵
四
宮

一
苑
の
奥
の
奥
ま
で
日
脚
伸
ぶ

谷
條

早
立
ち
の
鈴
遠
ざ
か
る
島
遍
路

囲
目
日
一

（
‐７

・
１
～
‐７

・
３
）

次
の
方
が
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

お
祈
り
致
し
ま
す
。

故
人
の
お
名
前
　
　
　
逝
去
年
月
日

松
山
城
の
春
中
村
　
正
直

（松
山
市
）

松
山
城
で
は
、
毎
年
、
桜
の
古
木
に
素
晴
ら
し
い

花
が
咲
き
大
勢
の
花
見
客
で
賑
わ
い
ま
す
。

表
紙
の
写
真
は
、
紫
竹
門
か
ら
城
内
に
入
っ
て
石

垣
沿
い
に
少
し
歩
く
と
、
青
空
に
響
え
る

「南
隅
櫓
」

が
あ
り
、
青
い
空

・
櫓

・
石
垣
を
背
景
に
桜
の
花
を

撮
影
し
た
も
の
で
す
。

国
圏
圏

▽
　
今
号
か
ら
会
報
の
用
紙
サ
イ
ズ
を
Ａ
４
判
に
し

ま
し
た
。
少
し
で
も
印
刷
文
字
を
大
き
く
し
て
、
読

み
や
す
い
も
の
に
し
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
で
す
。

▽
　
四
月

一
日
か
ら
、
「個
人
情
報
保
護
法
」
が
施

行
さ
れ
ま
し
た
。

第
二
者

（保
険
会
社
）

へ
の
会
員
デ
ー
タ
提
供
に

関
連
す
る
お
知
ら
せ
を
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
。

ぜ
ひ
、
お
読
み
く
だ
さ
い
。
（六
ペ
ー
ジ
）

▽
　
各
県
電
友
会
か
ら
総
会

の
ご
案
内
が
届
き
ま

す
。
久
し
ぶ
り
の
人
に
会
え
る
場
で
す
。
ぜ
ひ
、
ご

出
席
く
だ
さ
い
。
Ｔ
一ペ
ー
ジ
に
、
日
時

・
場
所
を

掲
載
し
て
あ
り
ま
す
）
。
　

　

　

　

（稲
毛
）

四
国
電
友
会
会
報
　
第
百
三
十
号

発
　
行
　
　
平
成
十
七
年
四
月

一
日

編
　
集
　
　
電
友
会
四
国
地
方
本
部

松
山
市

一
番
町
四

‐
三

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
四
国
支
店
内

電
　
話
　
　
〇
八
九

‐
九
二
六

‐
二
〇
二
三

印
　
刷
　
　
株
式
会
社
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ク
オ
リ
ス

紅
梅
や
茶
店
の
屋
根
の
茅
自
く

膨
ら
み
て
何
時
弾
け
る
や
葱
の
花

地
虫
出
て
淡
き
日
ざ
し
を
眩
し
め
る

花
筵
過
ぎ
し
記
憶
の
蘇
り

漁
火
の
行

っ
た
り
来
た
り
瀬
戸
涼
し

唯
好

冶
豊巌豊

豆

君
代博

昭
平

中
山
　
忠
彦

東
原
シ
ズ
子

三
井
　
　
昭

村
尾
　
和
子

横
田
　
　
浩

長
野
　
一二
郎
　
様

（愛
媛
県
）

赤
松
　
正
夫

日
野
　
里
美

鈴
木
　
徳
男

上
田
　
　
昇

渡
部
　
　
勲

赤
松
　
利
晴

二
宮
　
春
道

内
原
　
寅
吉

（香
川
県
）

高
倉

キ
ヌ
エ

金
島
　
茂
明

松
岡
　
正
義

（徳
島
県
）

井
上

フ
キ
コ

高
島
　
　
忠

前
谷
　
益
清

森
田
　
利
男

坂
部
　
　
久

（高
知
県
）

笹
岡
　
澄
子

坂
本
　
菊
治

田
中
　
善
喜

笠
井
　
　
泉

謹
ん
で
ご
冥
福
を

享
年
　
生
前
の
居
住
地

西
予
市

松
山
市

松
山
市

松
山
市

松
山
市

宇
和
島
市

松
山
市

松
山
市

丸
亀
市

高
松
市

高
松
市

小
松
島
市

吉
野
川
市

徳
島
市

徳
島
市

徳
島
市

須
崎
市

南
国
市

野
市
町

高
知
市

様 様 様 様 様

17 17 17 17 17

33332

様 様 様 様 様 様 様 様

17 17 17 17 17 17 17 17

33322111

様 様 様

17 17 17

2 2  1

様 様 様 様

17 17 17 17

2  1  1  1

17 18 19 6   2610 6 4 7

798091 76   7284747693

28 7 2 14121918 9

8658778282788588

2626 1

837182
′
   1,・
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|‐豫譲蚕〔ライフアシストからのお知らせ

みなさまの実りある生活づくりをお手伝いしたい

そのなかのひとつが“保険サービス"

「生活や人生=ライフ」の充実に向けた「お手伝い=アシスト」を提供します !

燕

な

資産形成

入院患者のア書」鯰と盤が65歳地紅LI

年齢構成別入院患者害1合

株式会社ライフアシスト (テルウェル協力会社)
<本     社>
東京都渋谷区千駄ヶ谷 514-9 テルウェル代々本ビル
<東 日 本 支 店>
東京都渋谷区道玄坂 1‐ 1610 テルウェル渋谷ビル
く西 日 本 支 店>
大阪府大阪市中央区森ノ宮中央 1フ 12 テルウェル西日本ビル
イ九 州 支 店>

言顔
L浸編鷺更こJヒ4条西16J列 レウェル札幌第2Uレ

(日 )力
簿壼冷ととも|こ入又爾械が最%イ滋|

1501    -― ‐―                                        、

※99年 厚生労la」l省「患者調査Jより

'曇

障01■相談‐摯|,'ヽ→ダイヤ→で||
ヤ マイ ハ イ ヤ ヨ

西麗,0120-850184畢書;鼎幸混ど日を除く)

く取扱者 >募集代理店 (株 )ライフアシスト く引受保険会社 >AGエ ジツン生命保険株式会社

:。

●   .   .   ● |‐Tグループ各社様の社員持株会・財形転貸融資の事務代行な

%55 И Иttζ響オ暫ツζラ勢飛 ギれぞれのライフステー泌こ‖「〃www‖ね
―asJttma

′ヽます。

62.2日

糖尿病

/ /

脳血管疾患   高血圧疾患

年齢構成別入院日数比較



＼

お気軽にお問い合わせください。

<募集代理店>

1事発猿晰 li株式会社中国支店 〒730‐8585 広島市中区小町530

画 面 0120‐ 275‐ 913〒 付時間 午前∝00～午後〕30億杜 。日・棚 はお休みさせ0洗だきまち

<新・健康応援団MAX・ EVER>

ヤず琴爾1:等欝ザT荀栃  悪配当番ビ瓶il異ξ督翌1:15´fィ ッー三  :;1受服銃 靱 翼鷲呻鵞

バ
ン
ド
サ
ー
ビ

家庭用総合自動車保険 (TAP家庭用)新 家庭用総合自動車保険(TAPナ ビ)

2004年 11月 1日以降始期契約より
団体扱割引率アップと

新契約方式導入で

ますますグレードアップ|

●無事故等級害」引に加えてNTTグループならではの
団体扱害」引率350%へ拡大

● 3台以上まとめて契約」「長期3年契約 (月払)」 で保険料が

さらにおトクに

●寿しい契約タイプ「カーライフ対応型」を追カロ

:受保険会社 重1事 :東京海上日動火災保険株式会社

「でんちゃん」は交通事故を

含めた日常生活やスポーツ・

レジャーで起きる様々な
ケガを補償します。

●加入条件は従来どおりで、

割引率が475%から615%にアップ

●一般の傷害保険より低廉でしかもワイドな補償

●従来から加入している会員は、

変更事項が無ければ自動的に更新

引受保険会社:株式会社損害保険ジャバン

日帰り入院でも保障!

0=1つ て
~1ん
」と

診手■■■
`そ―

=圭
を●支
=.|し
ます.

0'ミ まiヨ E■‐ら

し,ti,.F差 :

●「がん」に加え、病気・ケガも一生保障します。

●こ契約時の保険料は一生上がりません。

引受保険会社:アメリカンファミリー生命保険会社

⑨
●病気 ケガの

入院 手術を保障。

●入院は1日 目(日帰り)

から保障。

Xケガの保障は00歳まで。

國  
病気やケガの入院を―生涯保障します

一生Llコしよ口

EVER
――――― エヴアーーーーーー

あなたの人生に「一生いっしょ」の

医療保険EVERがお供します。

●途中で切れることなく、病気・ケガの保障が一生涯続きます。
メケガの入院保障は90歳まで,

●終身保障ですので更新による保険料の変更はなく、
こ契約は若いほどお得です。

●死亡保険金・高度障害保険金と解約払戻金をなくしたことで

保険料の負担を軽くし、入院・手術の保障を充実させました,

引受保険会社:アメリカンファミリー生命保険会社

上  ~に ノヽ 月  る
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